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博士課程・専門職学位課程における教育目標の

達成のため、修了認定・学位授与の方針（ディプ

ロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）、入学者受入の方針（ア

ドミッション・ポリシー）の３つの方針について

明確化し、公表するものです。

横浜国立大学の４つの精神 ―実践性・先進性・

開放性・国際性― を踏まえ、大学全体としての

大学院教育の更なる充実に向けた教育目標を定

め、研究科・学府、専攻（学位を授与する大学院

教育プログラム）はそれぞれが担うべき教育目標

および育成人材像を明確にして体系的な教育を実

施します。

［大学院］
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（注）下線は大学院教育関連部分を示す。

横浜国立大学（YOKOHAMA National University : YNU）は、

文明開化の発祥の地であり、高度の産業が集積する横浜に生ま

れ育った都市型高等教育機関として、自由で高い自律性を保つ

堅実な学風の下、実践性・先進性・開放性・国際性を精神とす

る教育と研究により、社会の中核となって活躍する多くの人材を

育成し、社会を支える研究成果を発信して社会に貢献してきた。

21世紀に入り、経済発展の軸がアジア中心にシフトするグロー

バル新時代を迎え、社会制度、文化、宗教、習慣などの多様性

が一層複雑化し、世界の持続的発展に障壁となる諸課題が顕在

化してきている今、『日本社会が直面する諸課題の解決に国際的

視点から貢献するイノベイティブな人材』を育成し、世界に向

けて新たな「知」を創造・発信することが求められている。

また、グローバル新時代の課題は同時にローカルな課題でもある。

本学が立地する横浜・神奈川地域にも産業構造の変化や大都市

問題のほか、少子高齢化にともなう郊外住宅・団地の荒廃、人

口減少、水源・里山地域の衰退、火山・地震などの自然災害リ

スクの増大等の地域的諸課題が押し寄せている。

このような背景を踏まえ、本学の伝統的な強みと特色により教

育研究機能を更に充実・強化し、国際都市横浜発のグローバル

な貢献を成し得る国立大学として、その責務を一層果たしていく。

イノベーションの創出に向けて、高い技術力、発想力、実践力などの複合的な力

を備え、国際的に活躍できる高度専門職業人（大学院）を育成するため、大学院

を中心とした機能強化を行う。

グローバル新時代の大学教育の高度化や多様化に対応し、生涯を通じた高度な知

識の修得の場として、実践的人材（学部）と高度専門職業人（大学院）の輩出を

目指しカリキュラム・ポリシーを見直し、基礎から高度な応用に至るまで、質の

保証された教育を実施する体制を整える。

横浜・神奈川に立地し、人文・社会系学部と理工系学部が一つのキャンパスにあ

る優位性と多くの留学生が学ぶ本学の特色を活かし、文理融合と分野横断を追究

するとともに、グローバルな視座を有しローカルな課題に対応できる人材を育成

する教育体制を整備する。

学修ツール整備、経済支援、バリアフリーやメンタルヘルス等、学生の多様なニー

ズや障壁を受け止める効果的な学修支援と、産業界のニーズを把握した、実効あ

るキャリア形成支援を行う。

教
育
研
究
目
標

専門性を基礎としつつ調和のとれた教育体系のもと、主体性と

倫理性を養う豊かな教養教育を行い、少人数教育と実践的教育

の伝統的な強みを活かしてグローバル新時代に求められる多様

な視点を有する広い専門性を持った実践的人材（学部）と高い

応用力と発想力を有する高度専門職業人（大学院）の育成を推

進する。

また、アジアから多くの留学生が学び、留学生比率が高いとい

う本学の特色をさらに強化し、国際性が豊かで、共生社会の構

築に貢献する教育拠点を目指す。

［教育］
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［目的］

横浜国立大学大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、そ

の深奥を究め、又は高度の専門性が求められる職業を担うため

の深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与するこ

とを目的とする。 ［大学院学則第1条］

［課程］

2   修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分

野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必

要な高度の能力を養うものとする。

1    大学院に修士課程、博士課程及び専門職学位課程（教職大

学院）を置く。［大学院学則第３条］

3   博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研

究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事す

るに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識

を養うものとする。

4   専門職学位課程（教職大学院）は、高度の専門性が求めら

れる教員を担うための深い学識及び卓越した能力を養うも

のとする。

教
育
研
究
目
標
（
研
究
）

グローバル化、イノベーション、大都市問題といったグローバル新時代における

諸課題に対応するため、高度な重点分野研究、実践的基盤研究、及び分野横断型

研究を推進する。これにより国立大学としての社会的責務を果たすとともに、国

際的に活躍できる人材の育成や優れた研究成果を創出し、国内・国際共同研究の

実施、さらには世界的な研究拠点の形成へとつなげる。

人文系・社会系・理工系の分野が一つのキャンパスにある優位性を活かし、また

同時に、専門分野に応じた多様な評価指標に基づいた戦略的な研究支援を行うこ

とによって、本学の強みや特徴を活かした研究を強化する体制を構築する。

不断に研究力評価を実施し、その結果に基づいて研究資源を分野の枠を越えて有

効活用することで、研究の質を向上させるとともに、教職員の協働を促進するシ

ステムの充実と強化を行う。

本学は「人々の福祉と社会の持続的発展に貢献する」ことを基

本使命として、各専門領域の研究を基盤として充実させるとと

もに、強みのある領域を中核に世界を先導する。また、多くの

教員を従来の学部の枠を越えた研究院に所属させ、移りゆく社

会のニーズを捉えた機動性・学際性を有した柔軟な研究を行い

うる組織体制を整備している。この研究組織体制と人文系・社

会系・理工系の分野が一つのキャンパスにある優位性により文

理融合的研究を積極的に推進し、分野を越えた結合などにより

複雑で多様化したグローバル新時代の諸課題を解明し、将来社

会のあり方を提示することで、様々な要素が集積する国際都市

横浜の地において実践的学術の国際拠点となることを目指す。

［研究］
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横浜国立大学大学院（YNU）が養成する人材DP1

日本社会が直面する諸課題の解決に国際的視点から貢献するイノベイティブ
な高度専門職業人・研究者
▪日本企業の海外展開が進展する21世紀グローバル新時代に、外国の社会
制度、文化、宗教、習慣などの多様性に対応できる国際的視点から貢献
する高度専門職業人・研究者

▪新しい価値の創造や技術革新など世界に向けて新たな「知」を創造・発信
するイノベイティブな高度専門職業人・研究者

▪イノベーションの最先端でありグローバル企業が集積する国際都市横浜・
神奈川地域をフィールドにYNUの伝統的な強みと特色を活かし、日本社
会が直面するローカルとグローバルの諸課題を解決する高度専門職業人・
研究者

▪学校教育が直面する諸課題を解決し、学校や地域で中核となって活躍し、
それを支える高度専門職業人としての教員

▪東アジア・東南アジア等へ展開する実践的な企業ニーズや国内のグローバ
ル化に対応する国際性と専門性を兼ね備えた高度専門職業人としての法
曹実務家

横浜国立大学大学院（YNU）の修了認定・学位授与方針

YNU大学院が修了を認定し、学位を授与するために修得しておくべき学修
成果（研究能力に裏付けられた資質・能力）として４つの実践的「知」を定
め、大学院の課程における教育目標を設定する。

YNU大学院は、教育の源泉が研究にあることを深く認識し、大学院の課程
において、最先端の研究を基盤とした大学院教育を行うとともに、専門知識・
学識に基づいた高度な倫理的思考力、実践的なコミュニケーション力、倫理
観・責任感の４つの実践的「知」を養い、次の教育目標を掲げてその実現を
目指すものとする。

DP2

［修士課程・博士課程前期］
研究成果に基づく大学院教育を通じて幅広く深い学識と専門知識、高い実践
力や技術力などを身に付け、研究能力を活かした実践的なリーダーとして、
グローバル新時代に活躍できる高度専門職業人を育成

［博士課程後期］
最先端の研究が導く大学院教育を通じて高度な専門知識、高い応用力や発想
力などを身に付け、グローバルかつ複雑な課題の解決に当たるリーダーとし
て活躍できる高度専門職業人、最先端の研究をグローバルにリードできる研
究者を育成

［専門職学位課程（教職大学院）］
教職分野についての高度な大学院教育を通じて基礎から応用分野まで体系的
に理解し、学校や地域で中核となって活躍する教員を育成
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横浜国立大学大学院（YNU）の修了認定・学位授与基準DP3

［修了認定基準］

▪修士課程・博士課程前期
　YNU大学院は、修士課程又は博士課程前期に修業年限2年（大学院学則に
より別に定めた修業年限又は長期にわたる履修を認められた学生は当該
履修期間）以上在学し、学生が所属する研究科、学府の専攻および学環（修
士の学位を授与する大学院教育プログラム）が定める授業科目及び単位
数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade Point Average）2.0以
上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文又は特定の課題
についての研究の成果の審査及び最終試験に合格した者に修了を認定する。

　在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。研究指導に関しては、1年を超えない範囲で学生が他の大学
院又は研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。

　博士課程前期後期一貫博士コース（博士論文研究基礎力考査コース）は、
修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合
格することに代えて、博士論文研究基礎力に関する試験及び審査に合格
することとする。

▪博士課程後期
　YNU大学院は、博士課程後期に修業年限3年（大学院学則により別に定め
た履修期間若しくは長期にわたる履修を認められた学生は当該履修期間）
以上在学し、学生が所属する学府の専攻（博士の学位を授与する大学院
教育プログラム）が定める授業科目及び単位数を修得し、修了に関わる
授業科目のGPA（Grade Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研
究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に修了を
認定する。

　在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年（又は必要な在学期間）
以上在学すれば足りるものとする。

▪専門職学位課程（教職大学院）
　YNU教職大学院は、修業年限2年以上在学し、修了に関わる授業科目の
GPA （Grade Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な授業科目及び
単位数を修得し、合計46単位以上を修得した者に修了を認定する。

　現職教員に関しては、短期履修（1年コース）の審査に合格した者は修業
年限1年とし、単位の修得を40単位以上とするものとする。

［学位授与基準］　
YNU大学院を修了した者に対し、修士又は博士の学位、専門職学位を授与
する。修士又は博士の学位には、次に掲げる適切な専攻分野を付記する。

▪修士の学位

教育学研究科……修士（教育学）
国際社会科学府…修士（経済学、経営学、法学、国際経済法学又は学術）
理工学府…………修士（理学又は工学）
環境情報学府……修士（環境学、理学、工学、情報学又は学術）
都市イノベーション学府…修士（工学又は学術）
先進実践学環……修士（学術）

▪博士の学位

国際社会科学府…博士（経済学、経営学、法学、国際経済法学又は学術）
理工学府…………博士（理学又は工学）
環境情報学府……博士（環境学、理学、工学、情報学又は学術）
都市イノベーション学府…博士（工学又は学術）

専門職学位の名称は、次に掲げるとおりとする。
　教職大学院（教育学研究科）……教職修士（専門職）

▪専門職学位 
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横浜国立大学大学院（YNU）の教育課程の編成の方針

［教育課程の編成方針］
YNU大学院の教育課程は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）の人材養成目標その他の教育理念・目標の実現と
ともに、修了認定・学位授与の方針（Policy１ディプロマ・ポリシー）によ
る４つの実践的「知」を身に付けさせるために必要な授業科目を開設して体
系的に編成するものとする。
専門職学位課程以外の課程では、学位論文（修士課程又は博士課程前期にあっ
ては特定の課題についての研究の成果を含む。）の作成等に対する研究指導
の計画を適切に策定するものとする。
大学院の教育課程の編成に当たっては、研究科、学府の専攻および学環（学
位を授与する大学院教育プログラム）に係る専攻分野に関する高度の専門的
知識及び能力を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的
素養を涵養するよう配慮するものとする。特に専門職学位課程では、地域社
会や産業界等との連携により、当該専攻に係る職業を取り巻く状況を踏まえ
て必要な授業科目を開発し、当該職業の動向に即した教育課程の編成を行う
とともに、当該状況の変化に対応し、授業科目の内容、教育課程の構成等に
ついて、不断の見直しを行うものとする。

教
育
課
程
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CP1［学修成果の目標］　
YNU大学院が修了を認定し、学位を授与するために修得しておくべき４つ
の実践的「知」の学修成果の目標を定め、その実現を目指すものとする。

専門知識・学識
●専攻する分野に関する高度な専門知識
●自らの専門分野を俯瞰的にとらえ、応用につなげる幅広く深い学識
●グローバル新時代に必要となる高度で学際的な知見

●高い実践力や技術力を基盤とし、複雑な問題の課題解決プロセスを
構想する高度な論理的思考力

●グローバルとローカルの視座から新しい視点に立って分析し解釈す
る批判的思考力

●文理融合と分野横断を追求して、相乗効果で新たな「知」を生み出
す創造的思考力

思考力

●偏見や先入観を持たずに他者の見解を引き出し、理解する高度な受
容力

●グローバルかつ複雑な課題解決をリードする発信力
●多様な人々と交渉・協働し、複雑な問題解決にあたる高度で柔軟な
調整力

コミュニケーション力

●自らの研究能力を活かし、主体的に社会が直面する諸課題を解決し
ようとする強い意志と責任感

●高度専門職業人・研究者としてあるべき姿を自覚し、周囲の模範と
なる高い倫理観

●生涯にわたって学び研究能力を磨き続け、グローバル新時代を主体
的にリードする優れた人間力

倫理観・責任感
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［教育課程の編成方法］
YNU大学院の教育課程は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）が開設する講義科目、演習科目その他の適切な科
目区分を定めて編成し、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分
け、これを各年次に配当して編成するものとする。
各授業科目は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与する大学院教育
プログラム）が開設するとともに、研究科・学府、専攻に横断した大学院全
学教育科目を開設するものとする。大学院全学教育科目は、研究科・学府、
専攻における当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するものとす
る。
学生が所属する研究科、学府の専攻および学環を横断する特定分野又は特定
課題若しくは融合分野等に関する体系的な大学院教育プログラム（学位を授
与する研究科・学府横断大学院教育プログラム）を置くことができる。また、
学生が所属する研究科、学府の専攻および学環（学位を授与する大学院教育
プログラム）に係る分野以外の特定分野又は特定課題若しくは融合分野等に
関する体系的な学修プログラム（副専攻プログラム）を置くことができる。
これらのほか、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成し、実務に関す
る知識、技術及び技能について体系的な教育を行うものとして文部科学大臣
が認定する職業実践力育成プログラム（BP）を置くとともに、学生が大学
院修了後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能
力を、教育課程の内外を通じて培うことができるよう、組織間の有機的な連
携により実施するものとする。
この場合において、多くの留学生が集い協働し活躍するグローバルキャンパ
スの実現を目指すとともに、地域社会や産業界ニーズ等を志向した大学院教
育の展開に配慮するものとする。

横浜国立大学大学院（YNU）の教育課程における
教育・学修方法に関する方針

［教育課程の実施方針］
YNU大学院の教育課程は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）において国際通用性のある質保証された大学院教
育を実現するとともに、教育課程の編成方針に従い、次に掲げる取組を実施
するものとする。
▪最先端の研究を大学院教育プログラムに導入
▪学部教育（学士課程教育）を基盤に、各専門分野の体系的で主体的な学び
となるよう大学院教育プログラムを設定

▪各専門分野に立脚しつつ、大学院教育プログラムの主専攻に加えて、副専
攻プログラムなどを充実させ、高度な重点分野研究、実践的基盤研究及
び文理融合的横断型研究を幅広く取り入れ、複数教員による大学院教育・
研究指導を充実

▪グローバル社会で活躍する国際性豊かな人格を育むため、様々な文化的背
景をもつ多くの外国人留学生・研究者が集い、協働し活躍するグローバ
ルキャンパスを実現し、英語による大学院教育プログラムなどを充実

▪国内外でのインターンシップ、フィールドワークなどの実践的な大学院教
育プログラムを充実

▪世界のリーダーとして成長するため、国際学会などで研究成果をプレゼン
テーションする能力を育む大学院教育プログラムを充実

▪グローバルに信頼される高度専門職業人・研究者としての倫理観・責任感
を高める大学院教育プログラムを導入

全ての学生が障がいの有無によって分け隔てられることなく、十分な教育を
受けられるよう、教育上必要な合理的配慮を講じるものとする。また、障が
い学生に対し十分な情報の提供を行うとともに、可能な限りその意向を尊重
するものとする。

CP2
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［教育課程の実施方法］
YNU大学院の教育は、授業科目の授業及び研究指導により実施するものと
する。
大学院の授業科目は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与する大学
院教育プログラム）単位で策定する教育課程編成・実施の方針（Policy２カ
リキュラム・ポリシー）に基づき、各々の授業科目と連携し関連し合い大学
院教育プログラム全体として組織的な大学院教育を展開するものとする。
大学院教育プログラムでは、多様な入学者が自ら学修計画を立て、主体的な
学びを実践させるよう順次性のある体系的な教育課程を明示するため、教育
課程編成・実施の方針（Policy2 カリキュラム・ポリシー）に基づく科目ナ
ンバリングを組み込んだカリキュラムツリー（履修系統図又は科目系統図）
を附属するものとする。
また、学修成果の目標に対する授業担当教員共通の成績評価基準と評価指標
（授業別ルーブリック）を明示し、組織的な教学マネジメントシステム（PDCA
／plan-do-check-actionサイクル）を機能させ、国際通用性のある質保証
された教育課程プログラムの改善・進化につなげるものとする。

［授業科目の実施方法］
YNU大学院の授業科目の授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技の
いずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。また、多様なメディ
ア等を高度に利用して、授業を行う教室等以外の国内外の場所で履修させる
ことができる。
授業科目の単位数は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容を
もって構成することを標準とし、次に掲げる授業の方法（教育効果、授業時
間外に必要な学修等）により計算するものとする。
▪講義・演習の授業：15時間の授業をもって1単位
▪実験・実習・実技の授業：30時間の授業をもって1単位
▪芸術等の分野における個人指導による実技の授業：研究科、学府の専攻お
よび学環（学位を授与する教育課程プログラム）が定める時間の授業をもっ
て1単位

▪講義、演習、実験、実習又は実技のうち2以上の方法の併用により行う授
業：当該授業の方法の組合せに応じ、研究科、学府の専攻および学環（学
位を授与する教育課程プログラム）が定める時間の授業をもって1単位

▪学位論文（修士課程又は博士課程前期にあっては特定の課題についての研
究の成果を含む。）の作成等に対する研究指導等の授業：当該授業に必要
な学修等を考慮し、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与する教
育課程プログラム）が定める単位

［研究指導の実施方法］
YNU大学院の研究指導は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）において定める研究指導の計画方針により、適切
に実施するものとする。
研究科、学府の専攻および学環（学位を授与する大学院教育プログラム）は、
研究指導の方法・内容及び1年間の研究指導の計画を定め、学生に対してあ
らかじめ明示するものとする。
なお、学生の研究指導の計画において有益と認めるときは、他の大学院又は
研究所等において必要な研究指導（修士課程又は博士課程前期の学生は1年
を超えない範囲）を受けることができるものとする。

［学修指導の実施］
YNU 大学院の学修指導は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）において、学生の多様なニーズや学修支援の効果
等を踏まえて適切に実施するものとする。
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授業レベル 対象課程学生が身に付ける能力

学士課程
（学部）

修士課程
博士課程前期
専門職学位
課程

（大学院）

●学部生として、また社会の一員として基本的な
知識と教養、英語力を身に付ける
●学部教育に必要な知識を身に付ける

番台

初年次・導入科目

1000

●学部教育の専門知識を基礎・基盤とした思考力、
創造力、英語力を身に付ける
●英語以外の外国語力を身に付ける

番台

基礎・基盤科目

2000

●学部教育で展開又は実践する知識と幅広い教養、
語学力、表現力を身に付ける
●専門分野及び関連する他の分野における知識を
身に付ける

番台

展開・実践科目

3000

●学士レベルの知識・教養から、修士又は専門職
レベルに発展させ、大学院生として必要な知識
とプロフェッション意識を身に付ける

番台

発展科目

4000

●国際的に通用する修士又は専門職レベルで自立
するため、専門分野及び関連する他の分野にお
ける知識と課題を発見する能力を身に付ける
●専門分野における先端的事象について調査・研
究を遂行する能力を身に付ける

番台

自立科目

5000

博士課程
後期

（大学院）

●専門分野における先端的または最新の学理につ
いて国際的に通用する水準の知識を身に付ける
●専門分野において国際的に通用する水準で自立
して研究を遂行し、その成果を世界の舞台で発
表・発信する力を身に付ける

番台

先進科目

6000

全課程
(学部･大学院)

●海外留学や語学検定など順次性や体系的な科目
履修が必要でない科目、レベル分けが困難な科
目等

番台

その他の科目

9000

3ポリシーと科目ナンバリングに基づく体系的なカリキュラム構造

全学教育科目 高度全学教育科目

学部教育科目
前期専門科目

修士論文研究

後期専門科目

博士論文研究

1000 番 2000 番 3000 番 4000 番 5000 番 6000 番

ナンバリング導入のイメージ

［２学期６ターム併用制の授業科目設定］
YNU大学院の授業期間は、2学期6ターム併用制を採用し、春学期と秋学期
の2学期に分け、各学期16週（セメスター科目）又は8週（ターム科目）に
わたる授業期間を併用して授業を実施するものとする。
セメスター科目は、1年間を春学期と秋学期の2つの学期に分け、休業期間
を除く16週の期間で完結する授業科目の設定とする。ターム科目は、1年間
を6つのタームに分け、春学期（前半期＝第1ターム、後半期＝第2ターム）、
秋学期（前半期＝第4ターム、後半期＝第5ターム）で開講し、8週の期間で
完結する授業科目の設定とする。授業設計において、講義・演習は週1回の
授業で1単位、実験・実習・実技は週2回の授業で1単位の設定とする。
夏季休業期間（第3ターム）、春季休業期間（第6ターム）は、ターム科目の
集中講義を開講することができる。

［科目ナンバリング］
YNU大学院の教育課程は、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与す
る大学院教育プログラム）において、入学から修了認定までの2年間又は3
年間の一貫した教育課程プログラムを実施するため、学部･大学院一体型科
目ナンバリングを活用して授業の難易度（レベル）や履修順序等に応じた特
定の記号と番号（ナンバー）を付与し、学生に履修が望ましい配当年次や履
修の流れを分かりやすく示すものとする。
学修指導では、多様な入学者が自ら学修計画を立て、主体的な学びを実践さ
せるよう順次性のある体系的なカリキュラムの基本構造をあらかじめ学生に
対し明示するため、科目ナンバリングを組み込んだカリキュラムツリー（履
修系統図又は科目系統図）を作成することとする。

２学期６ターム併用制

秋セメスター科目春セメスター科目 夏期
休業期間

春期
休業期間休

4月 10月6月 12月8月5月 11月7月 1月9月

第1ターム
科目

第2ターム
科目

第3ターム
科目

第4ターム
科目

第5ターム
科目

第6ターム
科目

春学期

2月

秋学期

3月

大学院全学教育科目
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［教育方法の特例］
YNU大学院の課程においては、学生が職業を有している等の事情により教
育上特別の配慮が必要な場合は、夜間その他特定の時間又は時期において授
業又は研究指導などの適当な方法により教育を行うことができる。

［長期にわたる課程の履修］
YNU大学院の課程においては、学生が職業を有している等の事情により標
準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に課程を履修し、修了するこ
とを希望する旨を申し出たときは、その計画的な履修を認めることができる
ものとする。

［成績評価基準］
YNU大学院授業の成績評価は、「授業設計と成績評価ガイドライン」による全
学統一の成績評価基準に基づき、WEBシラバス（Syllabus）に記載した成績
評価の方法により総合判定し、成績グレード（評語）を「秀・優・良・可・不可」
の５段階で表し、それぞれの授業科目の成績評価に対してGP（Grade Point）
を与えるものとする。ただし、５段階の成績グレード（評語）で表し難い授
業科目は「合格・不合格」で表し、GP（Grade Point）を与えないものとする。
WEBシラバス（Syllabus）には、授業科目ごとの授業の目的、授業計画、授
業時間外の学修内容、履修目標、到達目標、成績評価の方法、成績評価の基準、
授業の方法、教科書・参考書等を学生に対しあらかじめ明示するものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

１ 履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体
的な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標
2 到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP 評価点

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標

横浜国立大学大学院（YNU）における
学修成果の評価の方針

CP3
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横浜国立大学大学院（YNU）が求める学生像

YNU大学院は、日本社会が直面する諸課題の解決に国際的視点から貢献す
るイノベイティブな高度専門職業人・研究者を育成する。よって、最先端の
研究を基盤とした大学院の課程を履修するにふさわしい能力と素質・適性等
を有し、日本社会が直面する諸課題の解決に国際的視点から貢献するイノベ
イティブな高度専門職業人・研究者として、人の福祉と社会の持続的発展に
貢献したい人を求める。

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

P
o

lic
y

3

AP1

横浜国立大学大学院（YNU）が入学者に求める
知識や能力・水準

AP2

YNU大学院が入学者に求める知識や能力・水準は、研究科、学府の専攻お
よび学環（学位を授与する大学院教育プログラム）ごとに、修了認定・学位
授与の方針（Policy1 ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針
（Policy2 カリキュラム・ポリシー）を踏まえ定める。

YNU大学院の修了要件には、研究科、学府の専攻および学環（学位を授与
する大学院教育プログラム）が定める授業科目及び単位数の修得等に加え、
修了に関わる授業科目がGPA（Grade Point Average）2.0以上を満たすもの
とする。GPAは、学生が履修した授業科目の成績評価に対するGP（Grade 
Point）に当該科目の単位数を掛け、その総和を履修登録科目の総単位数で
除して算出される。

［授業科目における学修成果の評価］
YNU大学院の授業科目の成績は、履修した学生に対して、原則として学期
末又はターム期間末に筆記試験を実施するほか、レポート、随時行う試験（小
テスト）、実技試験、発表、口頭試験等により判定するものとする。
授業科目の単位授与は、授業科目を履修し、その成績を判定の上、「秀、優、良、
可、合格」を取得した学生に所定の単位を与えるものとする。ただし、学位
論文（修士課程又は博士課程前期にあっては特定の課題についての研究の成
果を含む。）の作成等に対する研究指導等の授業科目は、研究科・学府・学
環の定める適切な方法により学修の成果を評価して単位を与えるものとする。

［学位論文に係る評価基準］
YNU大学院は、学位論文又は特定の課題についての研究成果に係る評価に
当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあ
らかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。

GPA 計算式

GPA  ＝ Σ（  GP × 単位数  ）／ 履修登録単位数
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横浜国立大学大学院（YNU）の入学者選抜の基本方針AP3

YNU大学院の入学者選抜は、国籍、性別、年齢、出身大学等を問わず、社
会人や留学生を含めた幅広い優秀な学生を受け入れるため、一般入試のほか、
社会人入試、外国人留学生入試、推薦入試など、研究科、学府の専攻および
学環（学位を授与する大学院教育プログラム）の人材養成の目標を実現する
多様な入試を実施する。

［障がいのある入学志願者の合理的配慮］
障がいのある入学志願者に対しては、障害者基本法や障害を理由とする差別
の解消の推進に関する法律の趣旨に十分留意し、その能力・適性、学習の成
果等を適切に評価するため、次に掲げる例示による必要な合理的配慮を行い、
障がいのない学生と公平に試験を受けられるように配慮する。また、入試に
おける配慮の内容など情報アクセシビリティに配慮して広く情報の公開とと
もに、事前相談の時期や方法について十分配慮し、事前相談体制の充実に努
める。
▪	点字・拡大文字による出題、拡大解答用紙の作成など
▪	特定試験場の設定、試験会場への乗用車での入構、座席指定の工夫など
▪	試験時間の延長、文書による注意事項の伝達、試験室入り口までの付添
者の同伴、介助者の配置など



YNU initiative［大学院］225 226理工学府／機械・材料・海洋系工学専攻［博士課程前期］

教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

機械工学、材料工学、船舶海洋工学、並びにこれらを基礎とした

航空宇宙工学に関する基礎知識と高度な専門知識、国際的に通

用するコミュニケーション能力を身につけ、科学・技術及び永続

的な人類の発展を支える高度専門職業人として創造的に活躍でき

る技術者・研究者を育成する。

機械・材料・海洋系工学専攻／博士課程前期
（Department of Mechanical Engineering, Materials Science,
	 and Ocean Engineering ／ Master’s Program）

理 工 学 府

機 械・材 料・海 洋 系 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 前 期

Graduate School  of  
Engineering Science

Graduate School  of
Engineering Science

理工学府

機械・材料・海洋系工学専攻
Department of  Mechanical  Engineering,  Materials  Science,
and Ocean Engineering/Master ’s  Program

化学・生命系理工学専攻
Department of  Chemistry and Life  Science/Master ’s  Program

数物・電子情報系理工学専攻
Department of  Mathematics,  Physics,  Electr ical  Engineering
and Computer Science/Master ’s  Program

［博士課程前期］ 

機械・材料・海洋系工学専攻
Department of  Mechanical  Engineering,  Materials  Science,
and Ocean Engineering/Doctoral  Program

化学・生命系理工学専攻
Department of  Chemistry and Life  Science/Doctoral  Program

数物・電子情報系理工学専攻
Department of  Mathematics,  Physics,  Electr ical  Engineering
and Computer Science/Doctoral  Program

［博士課程後期］ 
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教
育
目
的

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学は、基本原

理に立脚した要素技術を組み合わせて高度なシステムや高機能

の材料を作り上げる工学である。そのため本専攻では、基本原理

の理解と応用のための理学的センスの教育及び技術革新のグロー

バル化への適応力の育成を強化し、科学を基礎に置く要素技術、

要素の機能を引き出す設計技術、社会や環境との調和を図る生

産技術を統合して高度なシステムや高機能の材料を生み出す教

育と研究を行い、実践的な高度専門技術者・研究者としてグロー

バルに活躍できる人材を養成する。

機械・材料・海洋系工学専攻／博士課程前期
（Department of Mechanical Engineering, Materials Science,
	 and Ocean Engineering ／ Master’s Program）学府･専攻の人材養成目的

その他教育研究上の目的
［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程前期］
自らの専門分野における専門科目で培われる知識と能力に加え、

理工系人材の基盤となる情報数理系科目、学府共通科目、専攻

共通科目の修得などによる基盤的学術に関する幅広い教育と、独

創的な技術と知の創造を可能にする研究活動を通じて、自ら課題

を探求し、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的な

判断を下して解決し得る高度専門職業人としての技術者・研究者

を育成する。
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1 ［理工学府（博士課程前期）が養成する人材］
博士課程前期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野についての専門知識と能力を身につけていること。
	グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を身につけていること。
	理工学の基盤となる数理科学と情報技術を、自らの専門分野に適用できる
能力を身につけていること。
	社会及び科学技術の水準に応じた研究活動を理解する能力を身につけてい
ること。

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が養成する人材］
	機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学に関連する分野につい
て、専門知識と応用能力を備えた人材
	グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を身につけ、修得し
た学問体系が社会に及ぼす影響を理解できる人材
	理工学の基盤となる数理科学と情報技術を機械工学・材料工学・船舶海洋
工学・航空宇宙工学に関連する分野の研究・技術に適用できる能力を身
につけた人材
	社会及び科学技術の水準に応じた研究活動を理解する能力を身につけた人材

DP2DP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が
養成する人材

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の
修了認定・学位授与方針

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が修了を認定し、学
位を授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）
の目標を、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課
程プログラム）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力

	機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学を基盤としたものづく
りの根幹的科学技術を継承し、発展させることができる能力
	Industry 4.0/Society5.0/IoT等のこれからのものづくりに対応できる能力
	国際展開を指向する産業界において活躍できる知識と応用力を備え、グロー
バルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身につけ、
研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる技術者・研究者
としての資質・能力

［機械・材料・海洋系工学専攻（学修成果の目標）］

［修士（工学）TED教育プログラム］

	機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学を基盤としたものづく
りの根幹的科学技術を継承し、発展させることができる能力
	Industry 4.0/Society5.0/IoT等のこれからのものづくりに対応できる能力
	国際展開を指向する産業界において活躍できる知識と応用力を備え、グロー
バルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身につけ、
研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる実務家としての
資質・能力

［修士（工学）PED教育プログラム］
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［修了認定基準］
理工学府機械・材料・海洋工学系専攻（博士課程前期）に修業年限2年（又
は長期にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が
所属する教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）が定
める授業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade 
Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論
文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格した者に
修了を認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。
	研究指導に関しては、1年を超えない範囲で学生が他の大学院又は研究所
等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。

［学位論文に係る評価基準］
	適切な論文テーマが設定され、独創的な研究であること
	得られた成果の学術的あるいは実用的貢献度が高いこと
	得られた成果に信頼性があること
	論文の主旨が論理的に展開され、構成及び表現技法が適切であること

DP3 理工学府機械・材料・海洋系工学（博士課程前期）の
修了認定・学位授与基準

	修士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	情報系科目群から2単位以上、専攻が指定する工学系科目群から2単位
以上、総計6単位以上。

〈専攻共通科目〉
・	専攻が指定する情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群から 総計4
単位以上。ただし、工学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・	教育分野が指定する専門科目から10単位以上。（学位専門分野の開講す
る研究指導科目4単位以上を含む）

［ポートフォリオ審査に係る評価基準］
修士（工学）PED教育プログラムにおいては、特定の課題についての研究成
果としてのポートフォリオを以下の評価基準によって審査する。
	研究テーマの明確さと妥当性
	実験方法及び考察などの妥当性
	当該研究領域における学術上の意義
	ポートフォリオの型式、記述の適切性
	文献の適切さ
	首尾一貫した論理構成

［学位授与基準］
理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）を修了した者に対し、
修士（工学）／Master of Engineeringの学位を授与する。

	修士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	情報系科目群から2単位以上。実務系（プロフェッション）科目群から2
単位以上。総計6単位以上。

〈スタジオ科目〉
・	専門モジュール4モジュール以上（1モジュールは、スタジオ科目4単位
以上とモジュールを構成する科目群から2単位以上）の修得。
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［教育課程の編成方針］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府
共通科目、専攻共通科目および専門科目により授業科目を開設するとともに、
研究指導の計画を策定し、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を
授与する教育課程プログラム）ごとに体系的に編成するものとする。
教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力
を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養が身につ
くよう適切に配慮するものとする。
各授業科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系科
目群に分け、これを各年次に配当して編成するものとする。

教
育
課
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針
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2

CP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の
教育システムとカリキュラム基本構造

［修士（工学）TED教育プログラム］
	学府共通科目は、
理学系科目群	 （　）内の数字は単位数を表す。

光・電子材料学概論（2）、ナノ物性物理科学（2）、磁気科学概論（2）、低温
物理学（2）、宇宙素粒子物理学概論（2）、微生物応用学（2）、先端機器分析
特論（2）、数理科学 代数（2）、数理科学 幾何（2）、数理科学 解析（2）、数
理科学データ・サイエンス（2）、固体化学（2）から編成

情報系科目群
数値流体工学（2）、量子統計力学（2）、信号理論（2）、知能システム論（2）、
プロセス計測学（2）、分子統計力学（2）、数理科学 確率・統計（2）から編成

工学系科目群
乱流現象論（2）、多機能性複合材料概論（2）、波浪と船体運動（2）、海洋資
源エネルギー工学入門（2）、エネルギーシステム論（2）、VLSIシステム設計（2）、
マテリアルインテグレーション（2）、伝熱工学特論（2）、移動現象特論（2）、
先端燃料電池技術（2）、触媒化学（2）、高分子設計学（2）、先端ITエレクト
ロニクス技術が支える未来講座（2）から編成

実務系科目群
理工学府MPBL（2）、Presentation English(2)、理工学府海外インターン
シップ（2）、イノベーションと起業Ⅱ（2）、プロジェクトマネジメント（2）、
Professional Ethics in EU ＆ US（2）、グローバル企業における効果的な事
業計画策定（2）、グローバルスタンダードの次世代ビジネススキル（2）、イ
ノベーションと課題発見Ⅰ（2）、イノベーションと課題発見Ⅱ（2）、標準化
とビジネス(2)，神奈川県の取り組む技術課題（2）から編成
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	専門科目は、
理学系科目群
固体物性学（2）、材料組織計算学（2）から編成

情報系科目
知能ロボットエージェント（2）から編成

工学系科目群
メカトロニクスデザイン（2）、高速機械加工論（2）、破壊強度学（2）、希
薄気体力学（2）、アドバンスト ロボティクス（2）、連続体力学（2）、応用
流体力学（2）、アクチュエータ設計論（2）、マイクロマシン工学（2）、複
合伝熱論（2）、応用熱流体工学（2）、サイバーロボティクス（2）、センシ
ング工学（2）、機械工学演習A（2）、機械工学演習B（2）、機械工学演習C
（2）、機械工学演習D（2）、拡散変態特論（2）、高温構造材料設計工学（2）、
材料工学演習A（2）、材料工学演習B（2）、材料工学演習C（2）、材料工学
演習D（2）、船舶海洋構造設計学（2）、浮体運動工学（2）、海洋開発工学
（2）、海上交通安全工学（2）、リスクベースによる規則制定手法（2）、海洋
産業特論（2）、海洋宇宙システム工学演習A（2）、海洋宇宙システム工学演
習B（2）、海洋空間システムデザイン演習C（2）、海洋空間システムデザイ
ン 演 習D（2）、Special Lecture on Ocean and Space Engineering A（1）、
Special Lecture on Ocean and Space Engineering B（1）、Special Lecture 
on Ocean and Space Engineering C（1）、Special Lecture on Ocean and 
Space Engineering D（1）、日伯特別講義 A（4）、日伯特別講義 B（2）、日
伯特別講義 C（4）、日伯特別講義 D（2）、材料強度・破壊力学特論（2）、宇

宙航行体軌道論（2）、航空機空力設計論（2）、宇宙環境利用科学（2）、宇宙
機システム学特論（2）、航空宇宙工学演習C（2）、航空宇宙工学演習D（2）、
エネルギー機械システム設計（2）、ナノ材料工学概論（2）、構造材料特論（2）、
船舶設計システム工学論（2）、材料機器分析概論（2）、反応性気体力学（2）、
宇宙推進工学（2）、精密加工学（2）から編成

実務系科目群
機械工学インターンシップL（4）、機械工学インターンシップM（2）、機械
工学インターンシップS（1）、先端材料工学特論（1）、材料工学インターンシッ
プ L（4）、材料工学インターンシップ M（2）、材料工学インターンシップ S（1）、
海洋宇宙システム工学学外演習（2）、海洋宇宙システム工学海外特別研修（2）、
海洋空間実践演習（4）、海洋宇宙システム工学実践演習（4）、海洋宇宙シス
テム工学インターンシップL（4）、海洋宇宙システム工学インターンシップ
M（2）、海洋宇宙システム工学インターンシップS（1）から編成

	専攻共通科目は、
理学系科目群
結晶の変形・破壊幾何学（2）から編成

情報系科目群
システムモデリングと制御（2）、数値流体解析演習（2）、数値構造解析演習（2）
から編成

工学系科目群
強度設計特論（2）、成形加工学（2）、乱流工学概論（2）、圧縮性流体力学（2）、
マルチボディダイナミクス（2）航空宇宙利用工学（2）
から編成

［1年次］
	学府共通科目は、数値流体工学、数理科学データ・サイエンス、乱流現象
論を履修
	専攻共通科目は、システムモデリングと制御を履修
	専門科目は、知能ロボットエージェント、アドバンストロボティクス、サ
イバーロボティクス、機械工学演習A、機械工学演習Bを履修

［2年次］
	専門科目は、メカトロニクスデザイン、機械工学演習C、機械工学演習D
を履修

［研究指導の計画方針］

1年次に指導教員を決め、指導教員の指導のもとにテーマと年次研究計画を
作成する。専門分野の内容に応じた演習、輪講などを通して指導教員の指導
のもとに研究を遂行する。また1年次修了時に研究成果の中間発表を行い、
今後の研究方針等をまとめる。2年次の初期に指導教員の指導のもとに研究
の年次計画を作成し、指導教員の指導のもとに研究を遂行する。研究成果の
中間発表を行い、指導教員のもとに修士論文を作成する。修了時には修士論
文の審査と学力試験を実施し理工学府教授会（理工学府代議員会）の議を経
て、学位（修士）を授与する。

［修士（工学）TED教育プログラム］
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［修士（工学）PED教育プログラム］	 （　）内の数字は単位数を表す。

以下のモジュールとスタジオ科目から編成される
モジュール
（1）加工システム設計A（4）
（2）加工システム設計B（4）
（3）加工システム製作A（4）
（4）加工システム製作B（4）
（5）熱流体システム設計A（4）
（6）熱流体システム設計B（4）
（7）熱流体システム製作A（4）
（8）熱流体システム製作B（4）
（9）統合システム設計A（4）
（10）統合システム設計B（4）
（11）統合システム製作A（4）
（12）統合システム製作B（4）
（13）材料設計スタジオ（4）
（14）材料創製スタジオ（4）
（15）組織制御スタジオ（4）
（16）材料特性スタジオ（4）
（17）材料工学R&Dスタジオ A（4）
（18）材料工学R&Dスタジオ B（4）
（19）海洋空間流体力学スタジオA（4）
（20）海洋空間流体力学スタジオB（4）
（21）海洋空間構造力学スタジオA（4）
（22）海洋空間構造力学スタジオB（4）
（23）海洋空間利用スタジオA（4）
（24）海洋空間利用スタジオB（4）
（25）マリタイムフロンティアサイエンススタジオA（4）
（26）マリタイムフロンティアサイエンススタジオB（4）
（27）海洋空間R&Dスタジオ A（4）
（28）海洋空間R&Dスタジオ B（4）
（29）航空宇宙システムスタジオA（4）
（30）航空宇宙システムスタジオB（4）

スタジオ科目は下記に示す通りである。
	学府共通科目は、
理学系科目群
光・電子材料学概論（2）、ナノ物性物理科学（2）、磁気科学概論（2）、低温物
理学（2）、宇宙素粒子物理学概論（2）、微生物応用学（2）、先端機器分析特論（2）、
数理科学 代数（2）、数理科学 幾何（2）、数理科学 解析（2）、数理科学 データ・
サイエンス（2）、固体化学（2）から編成

情報系科目群
数値流体工学（2）、量子統計力学（2）、信号理論（2）、知能システム論（2）、
プロセス計測学（2）、分子統計力学（2）、数理科学 確率・統計（2）から編成

工学系科目群
乱流現象論（2）、多機能性複合材料概論（2）、波浪と船体運動（2）、海洋資源
エネルギー工学入門（2）、エネルギーシステム論（2）、VLSIシステム設計（2）、
マテリアルインテグレーション（2）、伝熱工学特論（2）、移動現象特論（2）、
先端燃料電池技術（2）、触媒化学（2）、高分子設計学（2）、先端ITエレクトロ
ニクス技術が支える未来講座（2）から編成

実務系科目群
理工学府MPBL（2）、Presentation English(2)、理工学府海外インターン
シップ（2）、イノベーションと起業Ⅱ（2）、プロジェクトマネジメント（2）、
Professional Ethics in EU ＆ US（2）、グローバル企業における効果的な事業
計画策定（2）、グローバルスタンダードの次世代ビジネススキル（2）、イノベー
ションと課題発見Ⅰ（2）、イノベーションと課題発見Ⅱ（2）、標準化とビジネ
ス（2）、神奈川県の取り組む技術課題（2）から編成
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	専門科目は、
理学系科目群
固体物性学（2）、材料組織計算学（2）から編成

情報系科目
知能ロボットエージェント（2）から編成

工学系科目群
メカトロニクスデザイン（2）、高速機械加工論（2）、破壊強度学（2）、希薄気
体力学（2）、アドバンスト ロボティクス（2）、連続体力学（2）、応用流体力学
（2）、アクチュエータ設計論（2）、マイクロマシン工学（2）、複合伝熱論（2）、
応用熱流体工学（2）、サイバーロボティクス（2）、センシング工学（2）、拡散
変態特論（2）、高温構造材料設計工学（2）、船舶海洋構造設計学（2）、浮体運
動工学（2）、海洋開発工学（2）、海上交通安全工学（2）、リスクベースによる
規則制定手法（2）、海洋産業特論（2）、海洋宇宙システム工学演習A（2）、海
洋宇宙システム工学演習B（2）、海洋空間システムデザイン演習C（2）、海
洋空間システムデザイン演習D（2）、Special Lecture on Ocean and Space 
Engineering A（1）、Special Lecture on Ocean and Space Engineering B（1）、
Special Lecture on Ocean and Space Engineering C（1）、Special Lecture 
on Ocean and Space Engineering D（1）、日伯特別講義 A（4）、日伯特別講義 
B（2）、日伯特別講義 C（4）、日伯特別講義 D（2）、材料強度・破壊力学特論
（2）、宇宙航行体軌道論（2）、航空機空力設計論（2）、宇宙環境利用科学（2）、
宇宙機システム学特論（2）、航空宇宙工学演習C（2）、航空宇宙工学演習D（2）、
エネルギー機械システム設計（2）、ナノ材料工学概論（2）、構造材料特論（2）、
材料機器分析概論（2）、反応性気体力学（2）、宇宙推進工学（2）、精密加工学（2）

［修士（工学）PED教育プログラム］
1年次に指導教員と専門モジュールを決定する。指導教員とモジュールマネー
ジャの指導のもとに年次履修計画を作成し、指導教員とスタジオ担当教員の
指導のもとにスタジオ課題と実施計画を作成する。専門分野の内容に応じた
演習、輪講などを通して指導教員とスタジオ担当教員の指導のもとに研究を
遂行する。またスタジオ課題実施発表会、中間発表会を行い、1年次修了時
にスタジオ成果物を作成し提出する。2年次の初期に指導教員の指導のもと
に専門モジュールを決定し、指導教員とモジュールマネージャの指導のもと
に年次学修計画並びにスタジオ課題と実施計画を作成する。指導教員とスタ
ジオ担当教員の指導のもとに研究を行う。またスタジオ課題実施計画発表会
を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。修了時にはポートフォリオの
審査と学力試験を実施し理工学府教授会（理工学府代議員会）の議を経て、
学位（修士）を授与する。

［研究指導の計画方針］

	専攻共通科目は、
理学系科目群
結晶の変形・破壊幾何学（2）から編成

情報系科目群
システムモデリングと制御（2）、数値流体解析演習（2）、数値構造解析演習（2）
から編成

工学系科目群
強度設計特論（2）、成形加工学（2）、乱流工学概論（2）、圧縮性流体力学（2）、
マルチボディダイナミクス（2）航空宇宙利用工学（2）から編成

実務系科目群
機械工学インターンシップL（4）、機械工学インターンシップM（2）、機械
工学インターンシップS（1）、材料工学インターンシップ L（4）、材料工学
インターンシップ M（2）、材料工学インターンシップ S（1）、海洋宇宙シス
テム工学学外演習（2）、海洋宇宙システム工学海外特別研修（2）、海洋空間
実践演習（4）、海洋宇宙システム工学インターンシップL（4）、海洋宇宙シ
ステム工学インターンシップM（2）、海洋宇宙システム工学インターンシッ
プS（1）から編成

［1年次］
	学府共通科目は、Presentation English、数値流体工学、数理科学データ・
サイエンス、光・電子材料概論、プロセス計測学を履修
	専門科目は、材料強度・破壊力学特論、固体物性学、材料設計スタジオ、
材料特性スタジオを履修

［2年次］
	専攻共通科目は、結晶の変形・破壊幾何学、材料組織計算学を履修
	専門科目は、材料工学R&DスタジオA、材料工学R&DスタジオBを履修
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［教育課程の実施方針］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府
･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）
において、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程前期教育を実現
するとともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学は、ミクロな構成要素を
組み合わせ、高度なシステムを作り上げる工学である。従って、科学を基礎
に置く要素技術、要素の機能を引き出す設計技術、社会や環境との調和を図
る生産技術を統合（シンセシス）して高度システムを構築することが不可欠
である。そこで、各学問分野の専門性を深めつつ、学府共通の理学系科目群
の修得を義務付け、これまでに実績のある機械工学・材料工学に関する広範
囲な学問分野の教育に加えて、理学的な素養を培う。
本専攻においては、修士（工学）TED教育プログラム、修士（工学）PED教
育プログラムのそれぞれにおいて、養成人材像に基づき科目と教育内容に明
確な差異を設け、教育体系が区別されている。すなわち、修士（工学）TED
教育プログラムにおいては専門的な知識の獲得と応用を視野に入れた工学系
教育を行うことを、また修士（工学）PED教育プログラムにおいてはモジュー
ルを設置し機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学分野における
実践的な工学教育を行うことをそれぞれの目的としている。
さらに、両プログラムにおいて、全講義科目を英語で行うことで、国際性に
富んだ人材を輩出できる教育体系を構築する。特に海洋空間分野では学外へ
のインターンシップ（海外へのインターンシップも可）を行うR&Dスタジオ
科目を必修とすることにより、本分野で活躍できる実践的な人材育成を行う
ことを目標とする。

［教育方法の特例］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、
夜間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育
方法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（2
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（2年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。

CP2 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の
教育課程プログラムと成績評価基準
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［成績評価基準］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の成績評価は、「授
業設計と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、
WEBシラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成
績グレード（評語）を「秀・優・良・可・不可」の5段階で表し、それぞれの
授業科目の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、
5段階の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、
GP（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

評価点

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標

機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）カリキュラムツリー

	機械工学教育分野

学
府
共
通
科
目

ナノ物性物理科学

先端機器分析特論

信号理論

数値流体工学

数理科学 確率・統計

理工学府MPBL

理工学府海外
インターンシップ

乱流現象論

伝熱工学特論

触媒化学

先端燃料電池技術

専
門
科
目

応用流体力学

応用熱流体工学

反応性気体力学

宇宙推進工学

メカトロニク
スデザイン

アドバンスト
ロボティクス

アクチュエータ設計論

サイバーロボティクス

機械工学演習 A

機械工学演習 B

機械工学演習 C

機械工学演習 D

破壊強度学

連続体力学

高速機械加工論

センシング工学

マイクロマシン工学

精密加工学

複合伝熱論

希薄気体力学

機械工学
インターンシップL

機械工学
インターンシップM

機械工学
インターンシップS

知能ロボット
エージェント

専
攻
共
通
科
目

結晶の変形・
破壊幾何学

システムモデリングと
制御

数値流体解析演習

数値構造解析演習

強度設計特論

成型加工学

乱流工学概論

マルチボディダイナミクス

圧縮性流体力学

航空宇宙利用工学

修士論文【博士課程前期】

実務系 理学系 情報系 工学系
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専
攻
共
通
科
目

	材料工学教育分野

学
府
共
通
科
目

光・電子材料学概論 数理科学（確率・統計）理工学府MPBL 多機能性複合材料概論

専
門
科
目

材料組織計算学

固体物性学

先端材料工学特論

材料工学
インターンシップL

材料工学
インターンシップM

材料工学
インターンシップS

拡散変態特論

高温構造材料設計工学

ナノ材料工学特論

材料強度・
破壊力学特論

材料工学演習A

材料工学演習B

材料工学演習C

材料工学演習D

結晶の変形・
破壊幾何学 成型加工学 強度設計特論

修士論文【博士課程前期】

実務系 理学系 情報系 工学系 	海洋空間教育分野

共
通
科
目

波浪と船体運動 海洋資源エネルギー
工学入門信号理論 理工学府MPBL

専
攻
共
通
科
目

システムモデリングと
制御 乱流工学概論

数値流体解析演習

数値構造解析演習

実務系 理学系 情報系 工学系

情報系科目群

情報系科目群

工学系科目群

工学系科目群

実務系科目群

修士論文【博士課程前期】

船舶海洋構造設計学 浮体運動工学 海洋産業特論

海洋宇宙システム工学
演習A・B

海洋空間システム
デザイン演習C・D

海洋宇宙システム工学
学外演習

専
門
科
目

海洋開発工学 海上交通安全工学 リスクベースによる
規則制定手法教育分野推奨科目

結晶の変形・
破壊幾何学

理学系科目群
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	航空宇宙工学教育分野

共
通
科
目 光・電子材料学概論

乱流現象論

多機能性複合材料概論
数値流体工学 理工学府MPBL

専
攻
共
通
科
目

結晶の変形・
破壊幾何学

強度設計特論

圧縮性流体力学
航空宇宙利用工学

実務系 理学系 情報系 工学系

修士論文【博士課程前期】

専
門
科
目

反応性気体力学

宇宙機
システム学特論

宇宙航行体軌道論宇宙推進工学

宇宙環境
利用科学 材料強度・

破壊力学特論
航空機空力
設計論

演習A・B 演習C・D その他

機　械 機械工学演習A・B

材　料 材料工学演習A・B 航空宇宙工学演習C・D

海　洋 海洋宇宙システム工学演習A・B 海洋宇宙システム工学学外演習

PEDプログラム

	機械・材料・海洋系工学専攻
　機械工学教育分野、材料工学教育分野、海洋空間教育分野、航空宇宙工学教育分野

計
30
単
位
以
上

※年度によって開講モジュールが変更されることがあります

「スタジオ」科目及びスタジオと関連のあ
る講義・インターンシップによって体系的
に構成される一つの教育ユニットです。

“モジュール ”とは？
高度なプロジェクト型実習・演習・研修に
よる少人数制教育の場です。

“スタジオ”とは？

機械・
材料・
海洋系工学

加工システム設計（加工システム設計A、加工システム設計B）
加工システム製作（加工システム製作A、加工システム製作B）
熱流体システム設計（熱流体システム設計A、熱流体システム設計B）
熱流体システム製作（熱流体システム製作A、熱流体システム製作B）
統合システム設計（統合システム設計A、統合システム設計B）
統合システム製作（統合システム製作A、統合システム製作B）
材料工学（材料設計スタジオ、材料創製スタジオ、組織制御スタジオ、材料特
性スタジオ）
材料工学R&D実践（材料工学R&D A、材料工学R&D B）
海洋空間システム（海洋空間流体力学スタジオA、海洋空間流体力学スタジオB、
海洋空間構造力学スタジオA、海洋空間構造力学スタジオB、海洋空間利用ス
タジオA、海洋空間利用スタジオB、 マリタイムフロンティアサイエンススタジオ A、
マリタイムフロンティアサイエンススタジオB）
海洋空間R&D実践（海洋空間R&Dスタジオ A、海洋空間R&D スタジオB）
航空宇宙システム（航空宇宙システムスタジオ A、航空宇宙システムスタジオB）

化学・
生命系
理工学

先端プロセス工学解析技術（プロセス工学解析実習Ｓ、プロセス工学解析実習Ｆ）
次世代プロセス工学技術創生（プロセス工学技術創生実習Ｓ、プロセス工学技
術創生実習Ｆ）
創エネルギー解析技術（創エネルギー解析実習Ｓ、創エネルギー解析実習Ｆ）
創エネルギー技術創生（創エネルギー工学技術創生実習Ｓ、創エネルギー工学
技術創生実習Ｆ）
バイオとライフの解析技術（バイオとライフの解析技術S、バイオとライフの解析
技術F）
バイオとライフの技術の創生（バイオとライフ技術の創生S、バイオとライフ技術
の創生F）

専　攻 博士課程前期（修士課程）モジュールとスタジオ科目

数物・
電子情報系
理工学

先端制御・エネルギーシステム設計 （先端制御・エネルギーシステム設計S、
先端制御・エネルギーシステム設計F）
先端制御・エネルギーシステム実証（先端制御・エネルギーシステム実証S、
先端制御・エネルギーシステム実証F）
先端集積システム設計（先端集積システム設計S、先端集積システム設計F）
先端集積システム解析（先端集積システム解析S、先端集積システム解析F）
先端電磁波解析（先端電磁波解析S、先端電磁波解析F）
先端電磁波計測（先端電磁波設計S、先端電磁波設計F）
先端情報システムⅠ（先端情報システムⅠS、先端情報システムⅠF）
先端情報システムⅡ（先端情報システムⅡS、先端情報システムⅡF）

Presentation English

実務系科目
（プロフェッション）情報系科目

理学系科目 工学系科目

共通
科目群

モジュール
マネージャ

教員
A1

指導教員

教育
プログラム開発
スタジオ
管理運営

学修・研究等
学生生活
全般にわたる
指導

モジュールA
スタジオA

講義
A-Ⅳ

長期
インターン
シップ

講義
A-Ⅰ

講義
A-Ⅱ

講義
A-Ⅲ

講義
A-Ⅴ

教員
A2

教員
A3

教員
A4

指導

モジュールB

モジュールC

ポートフォリオ作成

ポートフォリオ審査
及び審査会

学位取得

情報系科目群

情報系科目群 工学系科目群理学系科目群

理学系科目群 工学系科目群 実務系科目群

システムモデリングと
制御

数値構造解析演習
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［学修指導の方針］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の学修指導は、学生
の多様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学
府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）
において次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）
入学から修了までの学修指導の方針

［修士（工学）TED教育プログラム］
	入学直後に研究指導教員を指定し、研究指導と共に学生の適性と身に付け
るべき能力を考慮に入れた履修指導を行なう。

［1年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成する。
	授業を履修する。

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成する。
	授業を履修する。

［研究指導］
	指導教員の指導のもとに研究テーマを決め年次研究計画を作成し、研究を
遂行する。
	輪講、演習を通して、指導教員が指導する。
	中間発表を通し、研究の深度を深める。
	指導教員の指導のもとに修士論文をまとめる。

［修士（工学）PED教育プログラム］
	入学直後に研究指導教員を指定し、研究指導と共に学生の適性と身に付け
るべき能力を考慮に入れた履修指導を行なう。

［1年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次履修計画を作成する。
	授業を履修する。

［2年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次履修計画を作成する。
	授業を履修する。

［研究指導］
	指導教員の指導のもとに専門モジュールを決める。
	指導教員とスタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画を作
成する。
	指導教員、スタジオ担当教員により研究指導を行う。
	スタジオ課題実施計画発表会、中間発表会を行いスタジオ成果物を作成する。
	指導教員とスタジオ担当教員の指導のもとにポートフォリオを作成する。

［長期にわたる課程の履修］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により修業年限2年を超えて一定の期間に
わたり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。
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機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学では、ミクロからマクロ
にわたる物理現象の解析を基礎として、マイクロマシンから大型構造物まで、
高度なシステムを総合的に設計する基盤的科学技術の研究、固体材料の有す
る力学的特性などの種々の特性の起源に係わる物性論に立脚した、地球と調
和した機能及び構造材料の開発並びにこれら材料の製造・加工方法の研究、
海洋空間におけるエネルギー利用や移動体・構造物の設計に関わるマクロエ
ンジニアリング的アプローチによる海洋空間利用システムの研究等を通して
教育を行い、実践的な高度技術者・研究者のリーダーとしてグローバルに活
躍できる創造的な人材を養成する。よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
	理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野におけ
る高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が求める学生像］
	高度な専門的な教育と研究を行い、実践的な高度専門技術者・研究者とし
てグローバルに活躍できる人
	機械工学分野では、機械工学に関する基礎的能力を有し、TEDプログラ
ムでは、先進的な機械あるいは機械システムを構築するための高度な能
力と専門知識を身に付けたい人、PEDプログラムでは、機械工学に係わ
る諸問題に対してグローバルに対応できる、実務能力を身に付けたい人
	材料工学分野では、材料工学・材料科学に関する基礎的能力を有し、材料
の力学と加工、材料の強度と組織、材料の機能と構造、材料の物理化学
の各分野に関し、TEDプログラムでは高度な技術を学びたい人、PEDプ
ログラムでは実践的な技術を学びたい人

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3

	海洋空間分野では、船舶海洋工学に関する基礎的能力を有し、TEDプロ
グラムは、海洋空間を利用するための技術や基盤技術を統合する技術に
積極的に取り組める人、PEDプログラムは、海洋空間を利用するための
機器の計画、建造、運用に関する実践的な技術課題に積極的に取り組め
る人
	さらに各分野では、機械工学、材料工学、船舶海洋工学のそれぞれの分野
に関する基礎知識に基づいて、大気圏・宇宙を利用するための航空宇宙
工学に関する技術を学び技術課題に取り組みたい人
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理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が入学者に求める知
識や能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学の学位を授与す
る教育課程プログラム）ごとに定める。

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）］
入学後、博士課程前期の専門分野における専門科目で培われる知識と能力に
加え理工系分野の基盤となる教育を実施するために、次に示す知識や能力・
水準を求める。

AP2 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）が
入学者に求める知識や能力・水準

［修士（工学）TED教育プログラム］
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、分野に関す
る基礎学力を求める。
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、それぞれの
分野に関する基礎知識を、大気圏・宇宙を利用するための航空宇宙工学
に応用できる学力、各分野の研究を行う上で必要となる、数学・物理学
等の基礎学力と思考力を求める。

［修士（工学）PED教育プログラム］
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、分野に関す
る基礎学力を求める。
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、それぞれの
分野に関する基礎知識を、大気圏・宇宙を利用するための航空宇宙工学
に応用できる学力、各分野の研究を行う上で必要となる、数学・物理学
等の基礎学力と思考力を求める。

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）では、入学者に求め
る関心、意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･
専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ご
とに学力検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施
する。

AP3 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程前期）の
入学者選抜の基本方針

［修士（工学）PED教育プログラム］
［修士（工学）TED教育プログラム］

［一般入試］
	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の観点を「出願書類と面接」
により総合的に評価する。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC、TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。
	面接試験により、TEDプログラムおよびPEDプログラムへの適性を確認
する。
	成績優秀と認められるものは特別選抜（口述試験）を実施する。

［国費外国人留学生入試］
	出願資格者は、日本政府または外国政府による国費留学生と認められた者
	外国語（英語）全般の基礎的な学力を調べるためTOEIC、TOEFLのスコア
の提出を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	これまで取り組んできた研究内容や教育プログラムへの適性についての口
頭試問を実施する。
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教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

化学・生命に関する自然科学の真理の探究、優れた物質や材料

の創生、生産システムの構築、生命現象の解明、及びそれらの

利用に関わる技術者・研究者を育成する大学院教育を行う。本

専攻は、物質の世界を原子や分子レベルから追究する最先端の

理学系の化学教育分野とその利用に関わる技術者・研究者を育

成する応用化学教育分野、そして、化学・生命の基本知識を応

用し、高度な化学反応プロセスや先端材料、将来を担うバイオ関

連の技術者・研究者を育成する化学応用・バイオ教育分野に加え、

新エネルギー材料の開発に焦点をあてたエネルギー化学教育分

野で構成する。また、双方向海外インターンシップやアジアを中

心とした諸外国からの留学生との協働等により国際的な感覚を養

い、本分野において主導的に活躍できる工学又は理学の学位を

取得した高度専門職業人としての技術者・研究者を育成するとこ

ろに特色がある。

化学・生命系理工学専攻／博士課程前期
（Department of Chemistry and Life Science ／
	 Master’s Program）

理 工 学 府

化 学・生 命 系 理 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 前 期

Graduate School  of  
Engineering Science

［社会人入試］
	所定の出願資格を有する者に対して、面接試験（専攻科目、研究業績、研
究計画書等に関する口述試験）を課す。

［海外協定大学とのダブルディグリープログラム入試］
●	オストラバ工科大学（チェコ）
●	昌原大学校（韓国）
●	上海交通大学（中国）
	出願書類及び面接により選抜を行う。
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理工学府（Graduate School of Engineering Science）

学府･専攻の人材養成目的
その他教育研究上の目的

［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程前期］
自らの専門分野における専門科目で培われる知識と能力に加え、

理工系人材の基盤となる情報数理系科目、学府共通科目、専攻

共通科目の修得などによる基盤的学術に関する幅広い教育と、独

創的な技術と知の創造を可能にする研究活動を通じて、自ら課題

を探求し、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的な

判断を下して解決し得る高度専門職業人としての技術者・研究者

を育成する。

現代の物質文明は、創造的自然科学に基づいた機能材料の開発

とそれを活用する技術開発の総合的で高度な科学技術を基盤と

して発展している。その持続的発展のためには、優れた物質や材

料の探求、生産システムの構築、生命現象の解明と応用が重要

な鍵となり、従来の化学にかかわる学問体系を超え、数理や情報

等も含めた総合的な体系が必要である。化学・生命系理工学専

攻では、化学と生命を中心に据え、自然の真理追究・ものづくり・

エネルギー・生命に関連する広範な課題に原理原則と情報を活

用して総合的に対処できる基礎力と総合力を持ち、進化する科学

技術に対応できる、国際的な視野を持った人材を育成する。

化学・生命系理工学専攻／博士課程前期
（Department of Chemistry and Life Science ／
	 Master’s Program）
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1 ［理工学府（博士課程前期）が養成する人材］
博士課程前期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野についての専門知識と能力を身につけていること。
	グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を身につけていること。
	理工学の基盤となる数理科学と情報技術を、自らの専門分野に適用できる
能力を身につけていること。
	社会及び科学技術の水準に応じた研究活動を理解する能力を身につけてい
ること。

［化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が養成する人材］
創造的自然科学に基づいた機能材料の開発とそれを活用する技術開発の総合
的で高度な科学技術を基盤として発展している現代の物質文明の持続的発展
のために、優れた物質や材料の探求、生産システムの構築、生命現象の解明
と応用を進めることが必要である。本専攻では、物質・材料の基盤となる無
機化学、分析化学、物理化学、有機化学、エネルギー化学等の化学の諸分野、
及び材料工学、化学工学、生物工学、生化学等に関する基礎的能力を有し、
物質・材料の開発・製造プロセスあるいはバイオ・ライフサイエンスに関す
る研究能力・開発能力、基礎知識を総合して応用技術を構築する能力、およ
び自然に及ぼす影響や社会に対して負っている責任などを総合的に判断でき
る能力を育成する。

DP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が
養成する人材

DP2

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が修了を認定し、学位を
授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）の
目標を、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程
プログラム）および修士の学位（工学、理学）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の
修了認定・学位授与方針

［化学・生命系理工学専攻（学修成果の目標）］
化学と生命を中心に据え、自然の真理追究・ものづくり・エネルギー・生命
に関連する広範な課題について、下記の資質・能力を身に付けることを目標
とする。
	原理・原則と情報を活用し、総合的に対処できる基礎力と総合力
	進化する科学技術に対応できる視野を有し、国際的に活躍できる能力
	化学にかかわる学問体系を超えた、数理や情報等も含めた総合的な体系を
理解し活用する能力
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教育プログラム（TED、PED、PSD）および学位（工学、理学）ごとの学修
成果の目標は以下の通りである。

化学・生命系諸分野の基礎教育に基づいた理学的センスと、工学系専門科目・
研究指導科目を中心とした教育に基づいた工学的な応用能力を併せ持った工
学技術者・研究者として活躍できる能力

［修士（工学）TED教育プログラム］

化学・生命系諸分野の基礎教育に基づいた理学的センスと、スタジオ及びモ
ジュール科目を中心とした教育に基づいた工学的実践能力を併せ持った実務
家型技術者・研究者として活躍できる能力

［修士（工学）PED教育プログラム］

化学・生命系諸分野の工学的応用に関する教育に基づいた工学的センスと、
理学系専門科目・理学系研究指導科目を中心とした教育に基づいた理学的な
基礎能力を併せ持ち、サイエンス型産業育成に資する人材として活躍できる
能力

［修士（理学）PSD教育プログラム］

［修了認定基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）に修業年限2年（又は長期
にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が所属す
る教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）が定める授
業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade Point 
Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文又は
特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格した者に修了を
認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。
	研究指導に関しては、1年を超えない範囲で学生が他の大学院又は研究所
等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。

DP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の
修了認定・学位授与基準
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	修士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	情報系科目群から2単位以上、専攻が指定する工学系科目群から2単位
以上を含む合計6単位以上

〈専攻共通科目〉
・	専攻が指定する情報系、理学系、工学系科目群から合計4単位以上。た
だし、工学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・	学位専門分野の開講する研究指導科目4単位以上を含む、教育分野が指
定する科目から10単位以上

	修士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	情報系科目群から2単位以上、実務系（プロフェッション）科目群から2
単位以上を含む総計6単位以上の修得

〈専門モジュール〉
・	専門モジュール4モジュール以上（1モジュールは、スタジオ科目4単位
以上とモジュールを構成する科目群から2単位以上）の修得

	修士（理学）PSD教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	情報系科目群から2単位以上、専攻が指定する理学系科目群から2単位
以上を含む合計6単位以上の修得

〈専攻共通科目〉
・	専攻が指定する情報系、理学系、工学系科目群から合計4単位以上の修
得。ただし、理学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・	学位専門分野の開講する研究指導科目4単位以上を含む、教育分野が指
定する科目から10単位以上の修得

［ポートフォリオ審査に係る評価基準］
修士（工学）PED教育プログラムにおいては、特定の課題についての研究成
果としてのポートフォリオを以下の評価基準によって行う。
1.	研究テーマの明確さと妥当性
2.	実験方法及び考察などの妥当性
3.	当該研究領域における学術上の意義
4.	ポートフォリオの型式、記述の適切性
5.	文献の適切さ
6.	首尾一貫した論理構成

［学位論文に係る評価基準］
修士（工学）TEDおよび修士（理学）PSD教育プログラム
1.	研究課題設定が、専門分野の科学技術水準に照らして適切であり、意義
があること
2.	研究課題解決のための方法論が、専門分野の科学技術水準に照らして適
切であり、意義があること
3.	修士論文の構成と展開が論理的であり、独創性が含まれ、得られた成果
に学術上又は工学的な意義があること

［学位授与基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）を修了した者に対し、修士
（工学）／Master of Engineeringまたは修士（理学）／Master of Scienceの学
位を授与する。
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［教育課程の編成方針］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府共通
科目、専攻共通科目および専門科目により授業科目を開設するとともに、研
究指導の計画を策定し、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授
与する教育課程プログラム）ごとに体系的に編成するものとする。
教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力
を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養が身に付
くよう適切に配慮するものとする。
各授業科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系科
目群に分け、これを各年次に配当して編成するものとする。

物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、エネル
ギー化学等化学の諸分野、及び材料工学、化学工学、生物工学、生化学等に
関する基礎的能力を有し、物質・材料の開発・製造プロセスあるいはバイオ・
ライフサイエンスに関する研究能力・開発能力、基礎知識を総合して応用技
術を構築する能力、および自然に及ぼす影響や社会に対して負っている責任
などを総合的に判断できる能力を育成するために、下記の3つのプログラム
を設置する。
修士（工学）TED教育プログラムにおいては専攻共通科目、工学系専門科目、
工学系研究指導科目を設置し、主として化学・生命分野における応用能力の
育成を目指す工学系教育を行う。
修士（工学）PED教育プログラムにおいては専門モジュールを設置し、スタ
ジオ及びモジュール科目の履修によって化学・生命分野における実践的な能
力の育成を目指す工学系教育を行う。
修士（理学）PSD教育プログラムにおいては専攻共通科目、理学系専門科目、
理学系研究指導科目を設置し、化学・生命分野における学術的探究能力とそ
の活用能力とを目指す理学系教育を行う。
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CP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の
教育システムとカリキュラム基本構造

［修士（工学）TED教育プログラム］
	学府共通科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務
系（プロフェッション）科目群から編成
	専攻共通科目は、理学系科目群および工学系科目群から編成
	専門科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系（プ
ロフェッション）科目群から編成

［1年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成
	「化学演習Sおよび化学演習F」または「化学応用・バイオ演習Aおよび化
学応用・バイオ演習B」（選択必修）を履修
	学府共通科目および専攻共通科目を中心に、情報系科目群、理学系科目群、
工学系科目群および実務系科目群を幅広く履修

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成
	「化学TED演習Sおよび化学TED演習F」、「化学応用・バイオ演習Cおよ
び化学応用・バイオ演習D」、「エネルギー化学演習ASおよびエネルギー
化学演習AF」または「エネルギー化学演習BSおよびエネルギー化学演習
BF」（選択必修）を履修
	「化学TED演習S・F」または「エネルギー化学演習BS・BF」の履修者は「化
学TEDプレゼンテーション実習」（必修）を履修
	専攻共通科目および専門科目の工学系科目群を中心に履修しつつ、理学系
科目群などからも広く履修

［研究指導の計画方針］
	修士研究により、学修内容を総合し化学・生命分野の研究に応用展開する
力を修得する。
	指導教員の指導のもとに年次研究計画を作成し、研究の進捗を適切に管理
する。
	専門分野の内容に応じた演習、輪講などを通じ、指導教員による研究指導
を行う。
	各年次において研究計画および研究成果の中間発表を行い、プレゼンテー
ション能力および討論能力を向上させる。
	指導教員の指導のもとに修士論文を作成し、論文作成能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。
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［修士（工学）PED教育プログラム］
	学府共通科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務
系（プロフェッション）科目群から編成
	専門モジュールは、スタジオ科目とモジュールを構成する科目群から編成
	スタジオ科目は、実務系科目群から編成
	モジュールを構成する科目群は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科
目群および実務系（プロフェッション）科目群から編成

［1年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画を作成
	スタジオ科目を履修するとともに、学府共通科目およびモジュールを構成
する科目群から、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実
務系科目群を幅広く履修

［2年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画を作成
	スタジオ科目を履修するとともに、モジュールを構成する科目群における
工学系科目群を中心に履修しつつ、理学系科目群などからも広く履修

［研究指導の計画方針］
	スタジオ課題の実施とスタジオ成果物の作成により、学修内容を総合し化
学・生命分野において実践的に活用する力を修得する。
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画を作
成し、スタジオ課題の実施およびスタジオ成果物作成における進捗を適
切に管理する。
	スタジオ課題の実施およびスタジオ成果物作成を通じ、指導教員・スタジ
オ担当教員による研究指導を行う。
	各年次においてスタジオ課題実施計画発表会・中間発表会を行い、プレゼ
ンテーション能力および討論能力を向上させる。
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにポートフォリオを作成し、研
究成果報告の作成能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。

［修士（理学）PSD教育プログラム］
	学府共通科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務
系（プロフェッション）科目群から編成
	専攻共通科目は、理学系科目群および工学系科目群から編成
	専門科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系（プ
ロフェッション）科目群から編成

［1年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成
	化学演習Sおよび化学演習F（必修）を履修
	学府共通科目および専攻共通科目を中心に、情報系科目群、理学系科目群、
工学系科目群および実務系科目群を幅広く履修

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画を作成
	化学PSD演習S、化学PSD演習Fおよび化学PSDプレゼンテーション実
習（必修）を履修
	専攻共通科目および専門科目の理学系科目群を中心に履修しつつ、工学系
科目群などからも広く履修

［研究指導の計画方針］
	修士研究により、学修内容を総合し化学・生命分野における学術的探究と
その活用に利用する力を修得する。
	指導教員の指導のもとに年次研究計画を作成し、研究の進捗を適切に管理
する。
	専門分野の内容に応じた演習、輪講などを通じ、指導教員による研究指導
を行う。
	各年次において研究計画および研究成果の中間発表を行い、プレゼンテー
ション能力および討論能力を向上させる。
	指導教員の指導のもとに修士論文を作成し、論文作成能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。
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［教育課程の実施方針］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府･専
攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）にお
いて、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程前期教育を実現する
とともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

	物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、エネ
ルギー化学等の化学の諸分野、及び材料工学、化学工学、生物工学、生
化学等に関する基礎を身に付ける。
	物質・材料の開発・製造プロセスあるいはバイオ・ライフサイエンスに関
する研究能力・開発能力を身に付ける。
	基礎知識を総合して応用技術を構築する能力を身に付ける。
	自然に及ぼす影響や社会に対して負っている責任などを総合的に判断でき
る能力を身に付ける。

CP2 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の
教育課程プログラムと成績評価基準

［教育方法の特例］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、学
生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、夜
間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育方
法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（2
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（2年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。

［成績評価基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の成績評価は、「授業設計
と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、WEB
シラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成績グレー
ド（評語）を「秀・優・良・可・不可」の5段階で表し、それぞれの授業科目
の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、5段階
の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、GP
（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP 評価点

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標
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化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）カリキュラムツリー

	化学教育分野

学部講義科目群

学
府
共
通
科
目

分子統計力学 先端機器分析特論微生物応用学 固体化学

生物物理化学 金属錯体化学光物理化学 PSD
キャリアデザイン特論

専
攻
共
通
科
目

専
門
科
目 化学反応動力学生物宇宙地球化学 物理有機化学特論 精密有機合成化学

構造生物学※化学演習S／F ※化学PSD演習S／F
※化学PSD
プレゼンテーション実習

修士論文【博士課程前期】理学（PSD）

広領域 物理化学系 分析・無機化学系 有機・高分子化学系生物化学系

※ 必修科目

選択推奨科目群

※ 必修科目

選択推奨科目群

	応用化学教育分野

学部講義科目群

学
府
共
通
科
目

触媒化学分子統計力学 高分子設計学

触媒反応工学電子移動の化学

専
攻
共
通
科
目

専
門
科
目

有機電気化学特論 インターエレメント
結合の化学 光材料化学

セラミックス材料工学 粉体材料プロセス工学

※化学演習S／F ※化学TED演習S／F
※化学TED
プレゼンテーション実習

修士論文【博士課程前期】工学（TED）

広領域 物理化学系 分析・無機化学系 有機・高分子化学系生物化学系
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	化学応用・バイオ教育分野

化学応用・バイオ演習A 化学応用・バイオ演習B

化学応用・バイオ演習C 化学応用・バイオ演習D

必
修
科
目
※ PBLとMPBLはどちらか一方のみ選択可能

修士論文研究

学
府
共
通
科
目

プロセス計測学

移動現象特論

伝熱工学特論

化学応用・バイオ系共同系

理工学府MPBL先端燃料電池技術

イノベーションと
課題発見Ⅰ

イノベーションと
課題発見Ⅱ

イノベーションと企業Ⅱプロジェクト
マネジメント

Professional Ethics 
in EU & US

グローバル企業における
効果的な事業計画策定

グローバルスタンダードの
次世代ビジネススキル

Presentation English理工学府海外
インターンシップ

	エネルギー化学教育分野

学
府
共
通
科
目

イノベーションと企業Ⅱプロジェクト
マネジメント

Professional Ethics 
in EU & US

イノベーションと
課題発見Ⅰ

イノベーションと
課題発見Ⅱ

グローバル企業における
効果的な事業計画策定

グローバルスタンダードの
次世代ビジネススキル

Presentation English理工学府MPBL先端燃料電池技術 理工学府海外
インターンシップ

微生物応用学プロセス計測学分子統計力学

移動現象特論

高分子設計学

触媒化学 先端機器分析特論伝熱工学特論

※ PBLとMPBLはどちらか一方のみ選択可能

修士論文研究

専
門
科
目

先端化学系

生物宇宙地球化学

光材料化学 構造生物学

化学反応動力学 物理有機化学特論

セラミックス材料工学 粉末材料
プロセス工学

有機電気化学特論 インターエレメント
結合の化学

化学TED
プレゼンテーション実習

エネルギー化学演習BS エネルギー化学演習BF

化学演習S 化学演習F
選択必修科目

化学応用・バイオ系

リスク分析論 技術者リカレント教育論

技術開発と社会 環境物理化学

化学プロセス・
シミュレーション 機能性材料学

化学産業論

素材生産工学ミキシング化学工学

化学応用・バイオPBL 化学応用・
バイオ特別実験

化学応用・バイオ演習A

エネルギー化学演習AS エネルギー化学演習AF

化学応用・バイオ演習B
選択必修科目

生物物理化学 金属錯体化学 電子移動の化学光物理科学

遺伝情報機能科学エネルギー変換材料 流体化学工学エネルギー化学概論

触媒反応工学 セラミックス
エネルギー工学

PSD
キャリアデザイン特論

燃料電池工学環境分離工学 力学機能材料学

発生工学

専
攻
共
通
科
目力学機能材料学 遺伝情報機能科学エネルギー化学概論

セラミックスエネルギー工学燃料電池工学 発生工学環境分離工学

エネルギー変換材料

専
攻
共
通
科
目

化学応用・バイオ特別実験化学応用・バイオPBL

技術者リカレント教育論 ミキシング化学工学

リスク分析論

素材生産工学

環境物理化学 化学プロセス・
シミュレーション

技術開発と社会

機能性材料学化学産業論

専
門
科
目
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［学修指導の方針］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の学修指導は、学生の多
様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学府･
専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）に
おいて次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）
入学から修了までの学修指導の方針

［修士（工学）TEDおよび修士（理学）PSD教育プログラム］
修士（工学）TED、修士（理学）PSD教育プログラムにおける入学時から修了
時までの履修指導と研究指導を、標準修了年限の場合を例として以下に示す。
［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究計画・研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに修士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	修士論文の提出
	修士論文審査委員会の設置
	修士論文審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与

［理工学府化学・生命系理工学専攻（学修指導の方針）］

PEDプログラム

	化学・生命系理工学専攻
　化学応用・バイオ教育分野

計
30
単
位
以
上

※年度によって開講モジュールが変更されることがあります

「スタジオ」科目及びスタジオと関連のあ
る講義・インターンシップによって体系的
に構成される一つの教育ユニットです。

“モジュール ”とは？
高度なプロジェクト型実習・演習・研修に
よる少人数制教育の場です。

“スタジオ”とは？

機械・
材料・
海洋系工学

加工システム設計（加工システム設計A、加工システム設計B）
加工システム製作（加工システム製作A、加工システム製作B）
熱流体システム設計（熱流体システム設計A、熱流体システム設計B）
熱流体システム製作（熱流体システム製作A、熱流体システム製作B）
統合システム設計（統合システム設計A、統合システム設計B）
統合システム製作（統合システム製作A、統合システム製作B）
材料工学（材料設計スタジオ、材料創製スタジオ、組織制御スタジオ、材料特
性スタジオ）
材料工学R&D実践（材料工学R&D A、材料工学R&D B）
海洋空間システム（海洋空間流体力学スタジオA、海洋空間流体力学スタジオB、
海洋空間構造力学スタジオA、海洋空間構造力学スタジオB、海洋空間利用ス
タジオA、海洋空間利用スタジオB、 マリタイムフロンティアサイエンススタジオ A、
マリタイムフロンティアサイエンススタジオB）
海洋空間R&D実践（海洋空間R&Dスタジオ A、海洋空間R&D スタジオB）
航空宇宙システム（航空宇宙システムスタジオ A、航空宇宙システムスタジオB）

化学・
生命系
理工学

先端プロセス工学解析技術（プロセス工学解析実習Ｓ、プロセス工学解析実習Ｆ）
次世代プロセス工学技術創生（プロセス工学技術創生実習Ｓ、プロセス工学技
術創生実習Ｆ）
創エネルギー解析技術（創エネルギー解析実習Ｓ、創エネルギー解析実習Ｆ）
創エネルギー技術創生（創エネルギー工学技術創生実習Ｓ、創エネルギー工学
技術創生実習Ｆ）
バイオとライフの解析技術（バイオとライフの解析技術S、バイオとライフの解析
技術F）
バイオとライフの技術の創生（バイオとライフ技術の創生S、バイオとライフ技術
の創生F）

専　攻 博士課程前期（修士課程）モジュールとスタジオ科目

数物・
電子情報系
理工学

先端制御・エネルギーシステム設計 （先端制御・エネルギーシステム設計S、
先端制御・エネルギーシステム設計F）
先端制御・エネルギーシステム実証（先端制御・エネルギーシステム実証S、
先端制御・エネルギーシステム実証F）
先端集積システム設計（先端集積システム設計S、先端集積システム設計F）
先端集積システム解析（先端集積システム解析S、先端集積システム解析F）
先端電磁波解析（先端電磁波解析S、先端電磁波解析F）
先端電磁波計測（先端電磁波設計S、先端電磁波設計F）
先端情報システムⅠ（先端情報システムⅠS、先端情報システムⅠF）
先端情報システムⅡ（先端情報システムⅡS、先端情報システムⅡF）

Presentation English

実務系科目
（プロフェッション）情報系科目

理学系科目 工学系科目

共通
科目群

モジュール
マネージャ

教員
A1

指導教員

教育
プログラム開発
スタジオ
管理運営

学修・研究等
学生生活
全般にわたる
指導

モジュールA
スタジオA

講義
A-Ⅳ

長期
インターン
シップ

講義
A-Ⅰ

講義
A-Ⅱ

講義
A-Ⅲ

講義
A-Ⅴ

教員
A2

教員
A3

教員
A4

指導

モジュールB

モジュールC

ポートフォリオ作成

ポートフォリオ審査
及び審査会

学位取得
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［修士（工学）PED教育プログラム］
修士（工学）PED教育プログラムにおける入学時から修了時までの履修指導
と研究指導を、標準修了年限の場合を例として以下に示す。
［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会、中間発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	ポートフォリオの提出
	ポートフォリオ審査委員会の設置
	ポートフォリオ審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与

［長期にわたる課程の履修］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、学
生が職業を有している等の事情により修業年限2年を超えて一定の期間にわ
たり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。

原子の集合体としての分子や固体材料、分子の集合体としての有機材料は、
その電子構造及び原子や分子の種類とその配列によって現れる機能が大きく
変化する。よってその構造と機能発現との相関を明らかにすることは物質化
学の根幹をなす。また物質の持つ化学エネルギーを効率よく利用し、多種多
様な情報を統合して新素材を効率よく製造するプロセスの確立は、環境負荷
を少なく効率的に物質を製造・利用するための最重要課題である。さらに、
食料問題や生命・医療などのグローバルな課題の解決には生命現象の解明と
応用が必要である。化学・生命系理工学専攻では、新しい機能を発現する分
子・材料の開発、それらの製造や利用プロセスの開発、生命現象の解明と応
用などを通し、物質と生命の課題を発見し地球環境に配慮して効率的に解決
できる創造的な人材を育成する。よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野における
高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が求める学生像］
	化学・生命の分野において、国際的に通用する知識と能力を身に付けたい
人
	ものづくり・エネルギー・環境・安全・生命に関心を抱き、自然科学を真
摯に学ぶ熱意とそれに相応しい素養を持ち、豊かな人間社会の構築を目
指したい人
	向学心に燃え、また発想が豊かで柔軟性のある応用力を発揮できる人

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3
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理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が入学者に求める知識や
能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学、理学の学位を授与
する教育課程プログラム）ごとに定める。

［化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）］
入学後、博士課程前期の専門分野における専門科目で培われる知識と能力に
加え理工系分野の基盤となる教育を実施するために、次に示す知識や能力・
水準を求める。

AP2 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）が
入学者に求める知識や能力・水準

［修士（工学）TED教育プログラム］
	物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学等の諸
分野に加え、材料工学、エネルギー化学、触媒化学、高分子化学、生化学、
化学工学、生物工学等に関する教育を実施するため分野に関する基礎学
力を求める。
	新しい機能を発現する分子・材料の探求や生産システムの構築、エネルギー
の変換や利用に資する材料の創出やプロセスの構築、生命現象の解明と
応用などに関して、自ら課題を設定し深く探求するとともに、未知の問
題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的に判断できる能力を求める。

［修士（工学）PED教育プログラム］
	物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学等の諸
分野に加え、材料工学、化学工学、生物工学、生化学等に関する教育を
実施するために、分野に関する基礎学力を求める。
	優れた物質や材料の探求、生産システムや機器の設計、あるいは生命現象
の解明と応用に関して、基礎知識を総合して応用技術を構築する基礎的
能力を求める。
	化学工学、エネルギー化学、材料工学、バイオ・ライフサイエンスおよび
これらの関連分野について、ものづくり・エネルギー・生命に関連する
広範な課題に原理原則と情報を活用して、総合的に対処できる基礎的能
力と進化する科学技術に対応できる国際的かつ実践的な能力を求める。

［修士（理学）PSD教育プログラム］
	無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、触媒化学、高分子化学、電気
化学、生物化学等の化学の諸分野の教育を実施するために、分野に関す
る基礎学力を求める。
	分子・材料の設計原理およびその合成方法の探求や、化学的事象・物性等
の解明を行うことにより、化学分野における学術的探求についての基礎
能力を求める。
	化学・生命系における学術的基盤教育と、有機・無機材料工学、触媒工学、
生物工学等、化学・生命系諸分野の工学的応用に関する教育とを総合す
ることにより、理学的な真理探究のみならず、理学的基礎科学に基づい
た次世代の基盤材料開発にも貢献できる基礎的能力を求める。
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［国費外国人留学生入試］
	出願資格者は、日本政府または外国政府による国費留学生と認められた者
	外国語（英語）全般の基礎的な学力を調べるためTOEIC、TOEFLのスコア
の提出を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	これまで取り組んできた研究内容や教育プログラムへの適性についての口
頭試問を実施する。

［社会人入試］
	所定の出願資格を有する者に対して、面接試験（専攻科目、研究業績、研
究計画書等に関する口述試験）を課す。

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）では、入学者に求める関心、
意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･専攻およ
び教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ごとに学力
検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施する。

AP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程前期）の
入学者選抜の基本方針

［一般入試］
	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の観点を「出願書類と面接」
により総合的に評価する。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC、TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。
	成績優秀と認められるものは特別選抜（口述試験）を実施する。

［修士（工学）TED教育プログラム］
［修士（工学）PED教育プログラム］
［修士（理学）PSD教育プログラム］

教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の教育理念は、数

理科学、物理学、電気工学、電子工学、通信工学、情報工学、

医療情報工学、応用物理学などの幅広い分野での教育と電子デ

バイス、光デバイス、通信システム、数理的ネットワークなどに

おける優れた研究実績に裏打ちされた先端的研究活動を通した

教育を実施することである。

数物・電子情報系理工学専攻／博士課程前期
（Department of Mathematics, Physics, Electrical Engineering 

  and Computer Science ／ Master’s Program）

理 工 学 府

数 物・電 子 情 報 系 理 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 前 期

Graduate School  of  
Engineering Science
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社会を一変させた目覚ましい情報・通信技術の革新は、電気・電

子・通信・情報工学の著しい深化によりもたらされた。新しいパ

ラダイムシフトやイノベーションの創出と実現のためには、数理

科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広範囲な

分野に精通した総合的・学際的見識が求められている。数物・電

子情報系理工学専攻（博士課程前期）の人材養成目的は、数理科

学、物理学、電気工学、電子工学、通信工学、情報工学、医療

情報工学、応用物理学などの幅広い分野での教育・研究を通じて、

実践的な技術者、研究者としてグローバルに活躍のできる創造的

な人材の育成である。

数物・電子情報系理工学専攻／博士課程前期
（Department of Mathematics, Physics, Electrical Engineering 
	 and Computer Science ／ Master’s Program）

教
育
目
的

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

学府･専攻の人材養成目的
その他教育研究上の目的

［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程前期］
自らの専門分野における専門科目で培われる知識と能力に加え、

理工系人材の基盤となる情報数理系科目、学府共通科目、専攻

共通科目の修得などによる基盤的学術に関する幅広い教育と、独

創的な技術と知の創造を可能にする研究活動を通じて、「自ら課

題を探求し、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合

的な判断を下して解決し得る高度専門職業人」としての技術者・

研究者を育成する。
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DP2

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が修了を認定し、学
位を授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）
の目標を、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課
程プログラム）および修士の学位（工学、理学）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の
修了認定・学位授与方針

［数物・電子情報系理工学専攻（学修成果の目標）］
修士（工学）TED、PED教育プログラムにおける学修成果の目標
	工学に対応した高度な専門的知識・論理的思考力を用いて、問題解決がで
きる研究能力
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力。

	特定の研究課題に関して、修士論文をまとめ上げる能力

［修士（工学）TED教育プログラム］

修
了
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
）

P
o

lic
y

1 ［理工学府（博士課程前期）が養成する人材］
博士課程前期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野についての専門知識と能力を身につけていること。
	グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を身につけていること。
	理工学の基盤となる数理科学と情報技術を、自らの専門分野に適用できる
能力を身につけていること。
	社会及び科学技術の水準に応じた研究活動を理解する能力を身につけてい
ること。

［数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が養成する人材］
	それぞれの学位種（理学・工学）に対応した高度な専門的知識を備えた人材
	研究能力・問題解決能力を備えた人材
	論理的思考力を備えた人材
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力を獲得し、修得単位を充足し、論文審査などに合格し
た者を実践的な技術者、研究者としてグローバルに活躍のできる創造的
な人材として学位（修士）を与える。

DP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が
養成する人材
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［修了認定基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）に修業年限2年（又
は長期にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が
所属する教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）が定
める授業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade 
Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論
文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格した者に
修了を認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。
	研究指導に関しては、1年を超えない範囲で学生が他の大学院又は研究所
等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。

DP3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の
修了認定・学位授与基準

	修士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	学府共通科目の情報系科目群から2単位以上
・	学府共通科目の専攻が指定する工学系科目群から2単位以上
・	学府共通科目から総計6単位以上
〈専攻共通科目〉
・	専攻共通科目の中で専攻が指定する情報系、理学系、工学系科目群から
4単位以上。ただし、工学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・	専門科目の中で教育分野が指定する科目から10単位以上
〈研究指導科目〉
・	学位専門分野の開講する研究指導科目４単位以上

	物理学とその関連分野の高度な専門的知識・論理的思考力を用いて、問題
解決ができる研究能力

［修士（理学）PSD教育プログラム］

	関連するいくつかの課題に関して、ポートフォリオを書き、まとめ上げる能
力

［修士（工学）PED教育プログラム］

修士（理学）PSD、修士（理学）教育プログラムにおける学修成果の目標
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力

	数学の高度な専門的知識・論理的思考力を用いて、問題解決ができる研究
能力

［修士（理学）教育プログラム］
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［学位論文に係る評価基準］
	論文で取り上げた研究課題が工学的な有用性を有する、あるいは、理学的
な普遍的価値を有する等の適切性について
	論文で示された研究方法（実験方法、計算方法など）の適切性について
	論文で示された研究結果及び考察の妥当性、論理性、独創性について
	論文の構成と表現技法の妥当性について

［ポートフォリオ審査に係る評価基準］
修士（工学）PED教育プログラムにおいては、特定の課題についての研究成
果としてのポートフォリオを以下の評価基準によって行う。
1.	研究テーマの明確さと妥当性
2.	実験方法及び考察などの妥当性
3.	当該研究領域における学術上の意義
4.	ポートフォリオの型式、記述の適切性
5.	文献の適切さ
6.	首尾一貫した論理構成

［学位授与基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）を修了した者に対
し、修士（工学）／Master of Engineeringまたは修士（理学）／Master of 
Scienceの学位を授与する。

	修士（理学）教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	学府共通科目の情報系科目群から2単位以上
・	学府共通科目の専攻が指定する理学系科目群から2単位以上
・	学府共通科目から総計6単位以上
〈専攻共通科目〉
・	専攻共通科目の中で専攻が指定する情報系、理学系、工学系科目群から
4単位以上。ただし、専攻が指定する理学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・	専門科目の中で教育分野が指定する科目から10単位以上
〈研究指導科目〉
・	学位専門分野の開講する研究指導科目４単位以上

	修士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・	学府共通科目の情報系科目群から2単位以上
・	学府共通科目の実務系（プロフェッション）科目群から2単位以上
・	学府共通科目から総計6単位以上
〈スタジオ科目〉
・	専門モジュール4モジュール以上（1モジュールは、スタジオ科目4単位
以上とモジュールを構成する科目群から2単位以上）

	修士（理学）PSD教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数30単位以上
〈学府共通科目〉
・学府共通科目の情報系科目群から2単位以上
・学府共通科目の専攻が指定する理学系科目群から2単位以上
・学府共通科目から総計6単位以上
〈専攻共通科目〉
・専攻共通科目の中で専攻が指定する情報系、理学系、工学系科目群から
4単位以上。ただし、理学系科目群から2単位以上。

〈専門科目〉
・専門科目の中で教育分野が指定する科目から10単位以上
〈研究指導科目〉
・学位専門分野の開講する研究指導科目４単位以上
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博士課程前期における履修指導と研究指導（修士（工学）PED教育プログラム）
	学府共通科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務
系（プロフェッション）科目群から編成
	専門モジュールは、スタジオ科目とモジュールを構成する科目群から編成
	スタジオ科目は、実務系科目群から編成
	モジュールを構成する科目群は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科
目群および実務系（プロフェッション）科目群から編成

［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに修士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	修士論文の提出
	修士論文審査委員会の設置
	修士論文審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与

［教育課程の編成方針］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府
共通科目、専攻共通科目および専門科目により授業科目を開設するとともに、
研究指導の計画を策定し、学府･専攻および教育プログラム（修士の学位を
授与する教育課程プログラム）ごとに体系的に編成するものとする。
教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力
を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養が身に付
くよう適切に配慮するものとする。
各授業科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系科
目群に分け、これを各年次に配当して編成するものとする。

博士課程前期における履修指導と研究指導（修士（工学）TED、修士（理学）
PSDおよび修士（理学）教育プログラム）
	学府共通科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務
系（プロフェッション）科目群から編成
	専攻共通科目は、理学系科目群および工学系科目群から編成
	専門科目は、情報系科目群、理学系科目群、工学系科目群および実務系（プ
ロフェッション）科目群から編成
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CP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の
教育システムとカリキュラム基本構造
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［教育課程の実施方針］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程は、学府
･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）
において、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程前期教育を実現
するとともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

現代の情報・通信技術における更なる発展は、様々な学問分野が相補的、補
完的に革新を起こすことで達成される。新しいパラダイムシフトやイノベー
ションの創出と実現のために、数理科学、物理学、電気工学、電子工学、通
信工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの幅広い分野に及ぶ総合
的・学際的教育の実現が求められている。本専攻は修士（工学）TED、修士（工
学）PED、修士（理学）PSD、修士（理学）教育プログラムから構成され、数
理科学・情報・通信に関する知識を備え、各学問分野、学位種（理学・工学）
の専門的知識を深めつつ、上記の相補性、補完性を活かす教育課程を展開す
る。すなわち、工学の分野で高度専門技術者･研究者を育成する修士（工学）
TEDプログラム、実務家型技術者･研究者を育成する修士（工学）PEDプロ
グラムにおいては理学系科目の修得を義務付け、これまでに実績のある電気・
電子・通信・情報工学に関する広範囲な学問分野の教育に加えて、理学的な
素養と、論理的思考力を培う。一方、新しい理学教育の概念に基づいた修士
（理学）PSD教育プログラムにおいては、数理科学、現代物理学、先端物理
学に関する専門知識と技術を培うための教育を実施するとともに、工学系・
実務系（プロフェッション）科目の修得によりプレゼンテーション・コミュ
ニケーション・ディスカッション能力に関する素養を涵養する。修士（理学）
教育プログラムにおいては、数理科学に関する専門知識と思考力、表現力を
培うための教育を実施するとともに、関連する分野への発展的応用力、積極
的活用力を涵養する。さらに、すべてのプログラムにおいて、情報系科目群
の履修を義務付け、自らの専門分野に情報技術を活用できる人材を輩出する
ための教育体系を構築する。
修士（工学）TEDプログラムにおいては、専門科目として電気・電子・通信・
情報工学に関する広範囲で多彩な講義科目を展開し、学生の専門的志向を活
かして選択的に受講できる体制をとると共に、理学系科目を設置し、理学的
な素養を備えた高度専門職業人としての技術者・研究者を育成するカリキュ
ラムを構築する。博士課程前期では電気電子情報工学輪講を研究指導科目と
して設置する。

CP2 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の
教育課程プログラムと成績評価基準

［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会、中間発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	ポートフォリオの提出
	ポートフォリオ審査委員会の設置
	ポートフォリオ審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与

［研究指導の計画方針］
	修士（工学）TED、修士（理学）PSD、修士（理学）教育プログラムにおいては、
研究指導科目を設置し、研究能力・問題解決能力の涵養を図る。
	修士（工学）PED教育プログラムにおいては、電気・電子・通信・情報工
学の各分野、及び、分野横断的なモジュールを設置し、学生の専門的志
向を活かして選択的に受講できる体制をとると共に、数理情報系科目を
設置し、実務的素養と数理情報系の基礎知識を備えた高度専門職業人と
しての技術者を育成するカリキュラムを構築する。各モジュールは、研
究指導科目であるスタジオ科目とモジュール関連講義科目で構成される。
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［成績評価基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の成績評価は、「授
業設計と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、
WEBシラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成
績グレード（評語）を「秀・優・良・可・不可」の5段階で表し、それぞれの
授業科目の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、
5段階の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、
GP（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP 評価点

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標

［教育方法の特例］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、
夜間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育
方法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（2
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（2年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。

修士（工学）PEDプログラムにおいては、電気・電子・通信・情報工学の各
分野、及び、分野横断的なモジュールを設置し、学生の専門的志向を活かし
て選択的に受講できる体制をとると共に、数理情報系科目を設置し、実務的
素養と数理情報系の基礎知識を備えた高度専門職業人としての技術者を育成
するカリキュラムを構築する。各モジュールは、研究指導科目であるスタジ
オ科目とモジュール関連講義科目で構成される。
修士（理学）PSDプログラムにおいては、広範な現代物理学、先端物理学を
カバーする多彩な専門講義科目を設置し、学生の理学的専門志向を満足させ
るとともに、伸長させる教育体制を構築する。高度専門職業人としての技術
者・研究者をして身に付けるべき実務系（プロフェッション）・工学系科目
の修得が可能なカリキュラムを構築する。博士課程前期では、物理工学演習
を研究指導科目として設置し、物理PSD演習とともに研究能力・問題解決
能力の涵養を図る。
修士（理学）プログラムにおいては、広範な数理科学をカバーする専門講義
科目を設置する。数理科学の各専門分野の基礎的な知識を有し、その知見を
活用する能力を有するとともに、高度な専門性と、関連分野に対する広い視
野を持つ高度専門職業人としての技術者・研究者、及び教育者を育成するカ
リキュラムを構築する。
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学府共通科目 専攻共通科目 専門科目	物理工学教育分野

物性物理系 量子物理・量子計測系 非線形・
プラズマ高エネルギー物理系

物性理論系
ナノスケールマテリアルデザイン（D）

量子系の数値シミュレーション（D）

量子情報特論（D）

精密レーザー分光特論（D）

冷却原子と光科学特論

高エネルギー宇宙線物理学特論（D）

宇宙素粒子物理学特論（D）

ニュートリノ物理学特論（D）

非線形波動（D）

プラズマ実験物理学（D）

宇宙素粒子物理学概論

ニュートリノ物理学概論

高エネルギー物理学概論

非線形科学

量子情報物理学概論

精密レーザー分光概論

冷却原子と光科学概論

ナノ・マイクロ凝縮系物性論（D）

ナノ物性物理科学

低温物理学

磁気科学概論

先端レーザー分光概論

多体電子論

表面科学

結晶の対称性と群論

物理工学特別演習（D） 物理工学特別研究（D）物理工学特別輪講A・B（D） 物理工学教育研修（D） 物理工学学外研修（D）

量子統計力学 物理工学演習A・B・C・D 物理PSD演習A・B

物理工学キャリアデザイン 物理工学
プレゼンテーション実習

物理インターンシップ
L・M・S

光・表面物性系
超高速光科学特論（D）

テラヘルツ科学特論（D）

ナノスケール
物性科学特論（D）

先端的表面計測特論（D）

磁気・低温物性系
低温物性物理学特論（D）

磁気科学特論（D）

先端磁性物理学（D）

多重極限物性物理学（D）

新物質の物理学（D）

先端半導体物理学（D）

数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）カリキュラムツリー

	数学教育分野

学
府
共
通
科
目

数理科学 幾何 数理科学 
データ・サイエンス

数理科学 代数

数理科学 確率・統計
数理科学 解析

修士論文

先進数理科学 幾何先進数理科学 代数

先進数理科学 確率B 先進数理科学 統計

先進数理科学 解析 先進数理科学 確率A
専
攻
共
通
科
目

専
門
科
目

数理科学輪講A～D 数理科学演習A～D 数理科学学外研修

理学系 情報系
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PEDプログラム

	数物・電子情報系理工学専攻
　応用物理教育分野、情報システム教育分野、電気電子ネットワーク教育分野

計
30
単
位
以
上

※年度によって開講モジュールが変更されることがあります

「スタジオ」科目及びスタジオと関連のあ
る講義・インターンシップによって体系的
に構成される一つの教育ユニットです。

“モジュール ”とは？
高度なプロジェクト型実習・演習・研修に
よる少人数制教育の場です。

“スタジオ”とは？

機械・
材料・
海洋系工学

加工システム設計（加工システム設計A、加工システム設計B）
加工システム製作（加工システム製作A、加工システム製作B）
熱流体システム設計（熱流体システム設計A、熱流体システム設計B）
熱流体システム製作（熱流体システム製作A、熱流体システム製作B）
統合システム設計（統合システム設計A、統合システム設計B）
統合システム製作（統合システム製作A、統合システム製作B）
材料工学（材料設計スタジオ、材料創製スタジオ、組織制御スタジオ、材料特
性スタジオ）
材料工学R&D実践（材料工学R&D A、材料工学R&D B）
海洋空間システム（海洋空間流体力学スタジオA、海洋空間流体力学スタジオB、
海洋空間構造力学スタジオA、海洋空間構造力学スタジオB、海洋空間利用ス
タジオA、海洋空間利用スタジオB、 マリタイムフロンティアサイエンススタジオ A、
マリタイムフロンティアサイエンススタジオB）
海洋空間R&D実践（海洋空間R&Dスタジオ A、海洋空間R&D スタジオB）
航空宇宙システム（航空宇宙システムスタジオ A、航空宇宙システムスタジオB）

化学・
生命系
理工学

先端プロセス工学解析技術（プロセス工学解析実習Ｓ、プロセス工学解析実習Ｆ）
次世代プロセス工学技術創生（プロセス工学技術創生実習Ｓ、プロセス工学技
術創生実習Ｆ）
創エネルギー解析技術（創エネルギー解析実習Ｓ、創エネルギー解析実習Ｆ）
創エネルギー技術創生（創エネルギー工学技術創生実習Ｓ、創エネルギー工学
技術創生実習Ｆ）
バイオとライフの解析技術（バイオとライフの解析技術S、バイオとライフの解析
技術F）
バイオとライフの技術の創生（バイオとライフ技術の創生S、バイオとライフ技術
の創生F）

専　攻 博士課程前期（修士課程）モジュールとスタジオ科目

数物・
電子情報系
理工学

先端制御・エネルギーシステム設計 （先端制御・エネルギーシステム設計S、
先端制御・エネルギーシステム設計F）
先端制御・エネルギーシステム実証（先端制御・エネルギーシステム実証S、
先端制御・エネルギーシステム実証F）
先端集積システム設計（先端集積システム設計S、先端集積システム設計F）
先端集積システム解析（先端集積システム解析S、先端集積システム解析F）
先端電磁波解析（先端電磁波解析S、先端電磁波解析F）
先端電磁波計測（先端電磁波設計S、先端電磁波設計F）
先端情報システムⅠ（先端情報システムⅠS、先端情報システムⅠF）
先端情報システムⅡ（先端情報システムⅡS、先端情報システムⅡF）

Presentation English

実務系科目
（プロフェッション）情報系科目

理学系科目 工学系科目

共通
科目群

モジュール
マネージャ

教員
A1

指導教員

教育
プログラム開発
スタジオ
管理運営

学修・研究等
学生生活
全般にわたる
指導

モジュールA
スタジオA

講義
A-Ⅳ

長期
インターン
シップ

講義
A-Ⅰ

講義
A-Ⅱ

講義
A-Ⅲ

講義
A-Ⅴ

教員
A2

教員
A3

教員
A4

指導

モジュールB

モジュールC

ポートフォリオ作成

ポートフォリオ審査
及び審査会

学位取得

	応用物理教育分野
	情報システム教育分野
	電気電子ネットワーク教育分野 学府共通科目 専攻共通科目 専門科目

先端ITエレクトロニクス技術が支える未来講座 情報通信による医工融合コロキウム

学外研修 コロキウムI コロキウムII 演習A~D 海外インターンシップ

符号理論 ナノフォトニクスディジタル回路論

離散システム特論 電子デバイス持論 半導体光エレクトロニクス

エネルギーシステム論

VLSIシステム設計

マテリアルインテグレーション

知能システム論

モーション
コントロールシステム

電気機械エネルギー
変換工学

モバイルアンテナ
システム測定半導体工学特論

人間システム工学

ヒューマンセンシング工学

超伝導エレクトロニクス マルチメディア移動通信

集積ナノデバイス工学

情報通信
インフラストラクチャアナログCMOS集積回路

フォトニクス理論

スマートグリッド論

メタヒューリスティクス電磁気学特論

マイクロ波工学

電力・制御系 エレクトロニクス系 通信・回路系 情報通信系
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［修士（工学）PED教育プログラム］
［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会、中間発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	ポートフォリオの提出
	ポートフォリオ審査委員会の設置
	ポートフォリオ審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与

［長期にわたる課程の履修］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により修業年限2年を超えて一定の期間に
わたり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。

［学修指導の方針］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の学修指導は、学生
の多様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学
府･専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）
において次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）
入学から修了までの学修指導の方針

［修士（工学）TED、修士（理学）PSD、修士（理学）教育プログラム］
［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた演習、輪講など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに修士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	修士論文の提出
	修士論文審査委員会の設置
	修士論文審査・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（修士）の授与
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数理科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広範囲な分野に
精通した総合的・学際的見識を有する人材が社会から強く求められている。
数物・電子情報系理工学専攻では、先導的に数理科学、物理学、電気工学、
電子工学、通信工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの分野にお
ける学術・産業の創出、発展を担い、激変する知識基盤社会・高度情報化社
会の諸問題を創造的に解決できる研究者・技術者のリーダー人材を育成する。
よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野における
高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が求める学生像］
	数理科学、物理学、電気工学、電子工学、通信工学、情報工学、医療情報
工学、応用物理学の専門分野の基盤となる学部レベルの能力を有し、さ
らに高度な専門性を身に付け、TEDプログラムにおいては、広い意味で
のものづくりをとおしてグローバルに活躍できる高度専門職業人として
技術者・研究者などを目指す人、PEDプログラムでは多様化・高度化し
た産業社会の現代的課題に対応できる実務家型技術者・研究者を目指し
たい人
	数理科学、物理学、化学の各専門分野における学部レベルの知識とそれを
活用する能力を有し、さらに高度な専門性と関連分野に対する広い視野
を持った高度専門職業人として世界で活躍できる技術者・研究者、及び
教育者などを目指す人

［修士（工学）TED教育プログラム］
	電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野の教育を
実施するために、基盤となる基礎的な学力と知識を求める。
	さらに高度な専門性を身に付け、未来の問題に対して幅広い視野からグロー
バルに活躍し柔軟かつ総合的な判断ができる教育を実施するために、世
界で活躍できる技術者・研究者を目指すための必要な思考力を求める

［修士（工学）PED教育プログラム］
	電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野の教育を
実施するために、基盤となる基礎的な学力と知識を求める。
	広い意味でのものづくりをとおして、多様化・高度化した産業社会の現代
的課題に対応できるための教育を実施するために、実務家型技術者・研
究者・研究者を目指すために必要な思考力を求める。

［修士（理学）PSD及び修士（理学）教育プログラム］
	物理学又は数理科学の専門分野の教育を実施するために、学部レベルの能
力と知識を求める。
	さらに高度な専門性と関連分野に対する広い視野の教育を実施するために、
高度専門職業人として世界で活躍できる技術者・研究者、及び教育者な
どを目指すために必要な思考力を求める。

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が入学者に求める知
識や能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学、理学の学位を
授与する教育課程プログラム）ごとに定める。

数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）入学後、博士課程前期の専門
分野における専門科目で培われる知識と能力に加え理工系分野の基盤となる
教育を実施するために、次に示す知識や能力・水準を求める。

AP2 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）が
入学者に求める知識や能力・水準
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教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

機械工学、材料工学、船舶海洋工学、並びにこれらを基礎とした

航空宇宙工学に関する基礎知識と高度な専門知識と国際的に通

用するコミュニケーション能力を身につけ、高度な科学・技術及

び永続的な人類の発展を支える高度専門職業人として創造的に

活躍できる技術者・研究者を育成する。

機械・材料・海洋系工学専攻／博士課程後期
（Department of Mechanical Engineering, Materials Science,
	 and Ocean Engineering ／ Doctoral Program）

理 工 学 府

機 械・材 料・海 洋 系 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 後 期

Graduate School  of  
Engineering Science

［国費外国人留学生入試］
	出願資格者は、日本政府または外国政府による国費留学生と認められた者
	外国語（英語）全般の基礎的な学力を調べるためTOEIC、TOEFLのスコア
の提出を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	これまで取り組んできた研究内容や教育プログラムへの適性についての口
頭試問を実施する。

［社会人入試］
	所定の出願資格を有する者に対して、面接試験（専攻科目、研究業績、研
究計画書等に関する口述試験）を課す

［パドヴァ大学（イタリア）とのダブルディグリープログラム入試］
	出願書類及び面接により選抜を行う。

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）では、入学者に求め
る関心、意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･
専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ご
とに学力検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施
する。

AP3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程前期）の
入学者選抜の基本方針

［一般入試］
	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	専門知識を調べるため「学力検査（専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ）」を課す。
	主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の観点を「出願書類と面接」
により総合的に評価する。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC、TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。
	成績優秀と認められるものは特別選抜（口述試験）を実施する。

［修士（理学）PSD及び修士（理学）教育プログラム］

［修士（工学）TED教育プログラム］
［修士（工学）PED教育プログラム］
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機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学では、ミク

ロからマクロにわたる物理現象の解析を基礎として、マイクロマ

シンから大型構造物まで、高度なシステムを総合的に設計する基

盤的科学技術の研究、固体材料の有する力学的特性などの種々

の特性の起源に係わる物性論に立脚した、地球と調和した機能

及び構造材料の開発並びにこれら材料の製造・加工方法の研究、

海洋空間におけるエネルギー利用や移動体・構造物の設計に関

わるマクロエンジニアリング的アプローチによる海洋空間利用シ

ステムの研究等を通して教育を行い、実践的な高度技術者・研

究者のリーダーとしてグローバルに活躍できる創造的な人材を養

成する。

機械・材料・海洋系工学専攻／博士課程後期
（Department of Mechanical Engineering, Materials Science,
	 and Ocean Engineering ／ Doctoral Program）

教
育
目
的

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

学府･専攻の人材養成目的
その他教育研究上の目的

［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程後期］
自ら探求し発見した課題に対し、科学と技術に関する先進的な研

究活動を通して幅広い視野から判断を下した解決をもって、広く

社会に受容される発信能力により学術と産業の開拓を先導できる

人材を育成する。すなわち、イノベーションの創出と発展を担う

創造性豊かな高度専門職業人のリーダー人材を育成する。
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DP2

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が修了を認定し、学
位を授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）
の目標を、学府･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課
程プログラム）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけ、研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる能力

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の
修了認定・学位授与方針

	機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学を基盤としたものづく
りの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	Industry 4.0/Society5.0/IoT等のこれからのものづくりに対応できる能力
	国際展開を指向する産業界において活躍できる知識と応用力を備え、グロー
バルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身につけ、
研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる高度な実務家型
技術者・研究者としての資質・能力

［機械・材料・海洋系工学専攻（学修成果の目標）］

［博士（工学）TED教育プログラム］

	機械工学・材料工学・船舶海洋工学・航空宇宙工学を基盤としたものづく
りの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	Industry 4.0/Society5.0/IoT等のこれからのものづくりに対応できる能力
	国際展開を指向する産業界において活躍できる知識と応用力を備え、グロー
バルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身につけ、
研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる高度な技術者・
研究者としての資質・能力

［博士（工学）PED教育プログラム］

修
了
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
）
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1 ［理工学府（博士課程後期）が養成する人材］
博士課程後期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野について、自ら課題を発見し、発展させるための高度な専門知
識と能力を身につけていること。
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけていること。
	自らの専攻分野と理工学を俯瞰する幅広い視野を持ち、研究成果を世界に
向けて発信できる高い能力を身につけていること。

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が養成する人材］
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学に関連する分野につい
て、自ら課題を発見し、発展させるための高度な専門知識と能力を備え
た人材
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観が理解
できる人材
	自らの専攻分野（機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学に関
連する分野）と理工学を俯瞰する幅広い視野を持ち、研究成果を世界に向
けて発信できる高い能力を身に着けた人材

DP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が
養成する人材
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［学位授与基準］
理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）を修了した者に対し、
博士（工学）／Doctor of Engineeringの学位を授与する。

［修了認定基準］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）に修業年限3年（又
は長期にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が
所属する教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）が定
める授業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade 
Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論
文の審査及び最終試験に合格した者に修了を認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。

［学位論文に係る評価基準］
博士（工学）TED教育プログラム
	適切な論文テーマが設定され、独創的な研究であること
	得られた成果の学術的あるいは実用的貢献度が高いこと
	得られた成果に信頼性があること
	論文の主旨が論理的に展開され、構成及び表現技法が適切であること
	当該分野の発展に寄与する本質的で新しく高度な研究成果を含むこと
	論文内容は外部の学術論文誌に掲載しうる水準にあること

博士（工学）PED教育プログラム
	論文で取り上げた研究課題が工学的な有用性を有する等の適切性について
	論文で示された研究方法の（実験方法、計算方法など）適切性について
	論文で示された研究結果及び考察の妥当性、論理性、独創性について
	論文の構成と表現技法の妥当性について

DP3 理工学府機械・材料・海洋系工学（博士課程後期）の
修了認定・学位授与基準

	博士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
特別演習3単位以上を含む9単位以上を取得。

	博士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
9単位以上（スタジオ科目（4単位）とモジュールを構成する科目群から2単
位以上（1モジュール以上）を修得する）
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［1年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う。
［2年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う。
［3年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う他、指導教員
の指導のもとに博士論文を作成する。
修了時に博士論文を提出し、学位論文審査委員会を設置して、学位論文審査
会・最終試験を実施する。その後理工学府教授会（理工学府代議員会）の議
を経て学位（博士）を授与する。

教
育
課
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CP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の
教育システムとカリキュラム基本構造

［教育課程の編成方針］

［博士（工学）TED教育プログラム］	 （　）内の数字は単位数を表す。

機械工学特別演習（3）、アドバンストメカトロニクス（2）、超高速加工現象
特論（2）、破壊強度学特論（2）、ターボ機械特論（2）、希薄気体力学特論（2）、
ロボティックマニピュレーション特論（2）、宇宙推進工学特論（2）、弾塑性
力学特論（2）、数値流体力学特論（2）、非線形構造解析（2）、マイクロマニ
ピュレーション特論（2）、機械システム制御工学特論（2）、燃焼の熱流体力
学（2）、応用流体力学特論（2）、乱流計測論（2）、光造形工学（2）、複合伝
熱特論（2）、応用熱流体工学特論（2）、サイバーロボティクス特論（2）、薄
膜加工特論（2）、材料工学特別演習（3）、材料工学教育研修（1）、材料工学
学外研修（1）、材料工学特別研究（2）、光半導体材料工学（2）、材料破壊制
御学特論（2）、多機能性複合材料特論（2）、成形加工学特論（2）、機能材料
学特論（2）、疲労強度組織学特論（2）、局所平衡論（2）、先進材料工学特論
（2）、海洋宇宙システム工学特別演習（3）、数値流体解析特別演習（2）、構
造情報システム学（2）、船舶海洋構造設計学特論（2）、宇宙航行体制御特論
（2）、海空耐航性能特論（2）、航空機空力設計特論（2）、海洋資源エネルギー
工学特論（2）、浮体運動工学特論（2）、航空宇宙利用工学特論（2）、乱流工
学特論（2）、海上交通安全工学特論（2）、海洋開発工学特論（2）、機械工学
教育研修（1）、機械工学学外研修（1）、機械工学特別研究（1）、機械工学国
際インターンシップ（1）、材料工学国際インターンシップ（1）、海洋宇宙シ
ステム工学特別研究（2）、海洋宇宙システム工学教育研修（1）、海洋宇宙シ
ステム工学学外研修（1）、海洋宇宙システム工学国際インターンシップ（1）、
回転電機熱流体工学（2）、ヴァーチャルデザイン工学（2）、表面改質技術（2）、
薄膜工学特論（2）、船舶設計システム工学特論（2）、機械力学特論（2）、マ
イクロ・ナノ加工学特論（2）から編成
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［1年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。
［2年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。
［3年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。指
導教員の指導のもとに博士論文を作成する。修了時に博士論文を提出し、学
位論文審査委員会を設置して、学位論文審査会・最終試験を実施する。その
後理工学府教授会（理工学府代議員会）の議を経て学位（博士）を授与する。

［研究指導の計画方針］
	TED、PED共に博士研究を通し、機械工学・材料工学・船舶海洋工学・
航空宇宙工学に関する高度な研究能力を涵養する。
	専門分野に応じた特別演習（TED）、サブリサーチ演習（PED）等を通し、
指導教員による研究指導を行う。
	在学期間中に国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。
	TED、PED共に、指導教員の指導の下に博士論文の作成を通し、論文作
成能力を向上させる。

［博士（工学）PED教育プログラム］

（1）、（2）、（3）のモジュールに対するスタジオ科目	 （　）内の数字は単位数を表す。

アドバンストメカトロニクス（2）、超高速加工現象特論（2）、破壊強度学特
論（2）、ターボ機械特論（2）、希薄気体力学特論（2）、ロボティックマニピュ
レーション特論（2）、宇宙推進工学特論（2）、弾塑性力学特論（2）、数値流
体力学特論（2）、非線形構造解析（2）、マイクロマニピュレーション特論（2）、
機械システム制御工学特論（2）、燃焼の熱流体力学（2）、応用流体力学特論
（2）、乱流計測論（2）、光造形工学（2）、複合伝熱特論（2）、応用熱流体工学
特論（2）、サイバーロボティクス特論（2）、薄膜加工特論、機械工学国際イ
ンターンシップ（1）、サブ・リサーチ機械工学演習A（2）、サブ・リサーチ
機械工学演習B（2）、回転電機熱流体工学（2）、ヴァーチャルデザイン工学（2）、
表面改質技術（2）、機械力学特論（2）、マイクロ・ナノ加工学特論（2）から
編成

（4）のモジュールに対するスタジオ科目
光半導体材料工学（2）、材料破壊制御学特論（2）、多機能性複合材料特論（2）、
成形加工学特論（2）、機能材料学特論（2）、疲労強度組織学特論（2）、局所
平衡論（2）、先進材料工学特論（2）、材料組織設計工学特論（2）、材料工学
国際インターンシップ（1）、サブ・リサーチ材料工学演習（4）、薄膜工学特
論（2）から編成

（5）のモジュールに対するスタジオ科目
数値流体解析特別演習（2）、構造情報システム学（2）、船舶海洋構造設計学
特論（2）、宇宙航行体制御特論（2）、海空耐航性能特論（2）、航空機空力設
計特論（2）、海洋資源エネルギー工学特論（2）、浮体運動工学特論（2）、航
空宇宙利用工学特論（2）、乱流工学特論（2）、海上交通安全工学特論（2）、
海洋開発工学特論（2）、海洋宇宙システム工学国際インターンシップ（1）、
サブ・リサーチ海洋宇宙システム工学演習（4）、船舶設計システム工学特論
（2）から編成

以下のモジュールとスタジオ科目から構成される。
［モジュール］
（1）先進加工システム設計
（2）先進熱流体システム設計
（3）先進統合システム設計
（4）先端材料設計
（5）大規模システム設計
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［成績評価基準］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の成績評価は、「授
業設計と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、
WEBシラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成
績グレード（評語）を「秀・優・良・可・不可」の5段階で表し、それぞれの
授業科目の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、
5段階の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、
GP（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標

評価点

［教育課程の実施方針］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の教育課程は、学府
･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）
において、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程後期教育を実現
するとともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

博士（工学）TED教育プログラム：工学系科目（講義科目・演習科目）を設
置して主として機械・材料・海洋系分野における応用を視野に入れた工学系
教育を行うとともに、専門分野に関する研究指導により、先端的な研究能力・
技術開発能力を育成する。
博士（工学）PED教育プログラム：モジュールを設置して機械・材料・海洋
系分野における実践的な工学教育を行うとともに、専門分野に関する研究指
導により、実務に即応可能な研究能力・技術開発能力を育成する。

［教育方法の特例］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、
夜間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育
方法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（3
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（3年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。

CP2 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の
教育課程プログラムと成績評価基準



YNU initiative［大学院］319 320理工学府／機械・材料・海洋系工学専攻［博士課程後期］

［博士（工学）PED教育プログラム］
［1年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。
［2年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。
［3年次］
指導教員と専門モジュールを決定し、指導教員・モジュールマネージャの指
導のもとに年次履修計画と年次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じ
た特別演習などを通して、指導教員・スタジオ担当教員のもとにスタジオ課
題を実施する。また指導教員・スタジオ担当教員による研究指導を行い、ス
タジオ課題実施計画発表会を実施し、スタジオ成果物を作成・提出する。指
導教員の指導のもとに博士論文を作成する。修了時に博士論文を提出し、学
位論文審査委員会を設置して、学位論文審査会・最終試験を実施する。その
後理工学府教授会（理工学府代議員会）の議を経て学位（博士）を授与する。

［長期にわたる課程の履修］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により修業年限3年を超えて一定の期間に
わたり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。

［学修指導の方針］
理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の学修指導は、学生
の多様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学
府･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）
において次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）
入学から修了までの学修指導の方針

［博士（工学）TED教育プログラム］
［1年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う。
［2年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う。
［3年次］
指導教員と研究テーマを決定し、指導教員の指導のもとに年次履修計画と年
次研究計画を作成する。専門分野の内容に応じた特別演習などを通して、指
導教員による研究指導を行う。また研究成果の中間発表を行う他、指導教員
の指導のもとに博士論文を作成する。
修了時に博士論文を提出し、学位論文審査委員会を設置して、学位論文審査
会・最終試験を実施する。その後理工学府教授会（理工学府代議員会）の議
を経て学位（博士）を授与する。
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機械工学、材料工学、船舶海洋工学、航空宇宙工学では、ミクロからマクロ
にわたる物理現象の解析を基礎として、マイクロマシンから大型構造物まで、
高度なシステムを総合的に設計する基盤的科学技術の研究、固体材料の有す
る力学的特性などの種々の特性の起源に係わる物性論に立脚した、地球と調
和した機能及び構造材料の開発並びにこれら材料の製造・加工方法の研究、
海洋空間におけるエネルギー利用や移動体・構造物の設計に関わるマクロエ
ンジニアリング的アプローチによる海洋空間利用システムの研究等を通して
教育を行い、実践的な高度技術者・研究者のリーダーとしてグローバルに活
躍できる創造的な人材を育成する。よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
	理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野におけ
る高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が求める学生像］
	実践的な高度技術者・研究者のリーダーとして活躍できる人
	機械工学分野では、機械工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野に関す
る博士課程前期レベルの専門的知識を有し、TEDプログラムでは、先進
的な機械や機械システムを構築するための卓越した能力を備えた独創性
豊かな研究者・技術者を目指す人、PEDプログラムでは、機械工学に係
わる諸問題に対してグローバルに対応できる、実務能力を備えた自立し
た実務家・研究者を目指す人
	材料工学分野では、材料工学・材料科学又はそれに関連する航空宇宙工学
分野に関する博士課程前期レベルの専門的知識を有し、材料の力学と加工、
材料の強度と組織、材料の機能と構造、材料の物理化学のいずれかの分
野に関する高度で先進的または実践的な研究・技術に興味がある人
	海洋空間分野では、船舶海洋工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野
に関する博士課程前期レベルの専門的知識を有し、TEDプログラムでは、
海洋空間を利用するための先進技術や基盤技術を統合する技術に積極的
に取り組める人、PEDプログラムでは、機器の計画、建造、運用に関す
る実践的かつ高度な技術課題に積極的に取り組みたい人

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3

AP2

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が入学者に求める知
識や能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学の学位を授与す
る教育課程プログラム）ごとに定める。

［機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）］
入学後、イノベーションの創出と発展を担う創造性豊かな高度専門職業人の
リーダーを育成する教育を実施するために、次に示す知識や能力・水準を求
める。

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）が
入学者に求める知識や能力・水準

［博士（工学）PED教育プログラム］
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、各分野にお
いて博士課程前期レベルの能力を有し、各分野のスタジオで論文作成指
導を受け、専門性をさらに研鑽し、博士の学位を取得することに高い情
熱を有することを求める。
	社会で活躍できる実務家の観点から学位論文を作成し、博士の学位を取得
することに高い情熱を有することを求める。

［博士（工学）TED教育プログラム］
	機械工学、材料工学、船舶海洋工学の教育を実施するために、各分野の基
礎的な学力と専門分野において博士課程前期レベルの能力を有し、高度
の研究・開発能力、自ら課題を探求し、未知の問題に対して幅広い視野
から柔軟かつ総合的な判断を下して解決できる能力を求める。
	成果を国際的に発信する能力を有し、新しい研究の方向を開拓するリーダー
となることに高い情熱を有することを求める。
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教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

化学・生命に関する自然科学の真理の探究、優れた物質や材料

の創生、生産システムの構築、生命現象の解明、及びそれらの

利用に関わる技術者・研究者を育成する大学院教育を行う。本専

攻は、物質の世界を原子や分子のレベルから学術的に追究する

化学教育分野、最先端の化学を駆使した技術開発に関わる技術

者・研究者を育成する応用化学教育分野、そして、化学・生命

の基本知識を応用し、高度な化学反応プロセスや先端材料、将

来を担うバイオ関連の技術者・研究者を育成する化学応用・バイ

オ教育分野で構成する。また、双方向海外インターンシップやア

ジアを中心とした諸外国からの留学生との協働等により国際的な

感覚を養い、本分野において主導的に活躍できる工学又は理学

の学位を取得した高度専門職業人としての技術者・研究者を育

成するところに特色がある。

化学・生命系理工学専攻／博士課程後期
（Department of Chemistry and Life Science ／
	 Doctoral Program）

理 工 学 府

化 学・生 命 系 理 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 後 期

Graduate School  of  
Engineering Science

理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）では、入学者に求め
る関心、意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･
専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ご
とに学力検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施
する。

AP3 理工学府機械・材料・海洋系工学専攻（博士課程後期）の
入学者選抜の基本方針

［後期推薦進学］
	本学理工学府に在籍し、修士の学位を取得見込みの者について、本学理工
学府の推薦により博士課程後期進学を認定する。

［社会人入試］
	出願書類及び面接試験（専攻科目、修士論文、研究業績、研究計画書等に
関する口述試験）により選抜する。

［渡日前特別選抜］
	出願時に日本国外に居住する者で、日本国外で修士の学位又は専門学位に
相当する学位を授与された者及び取得見込みの者を出願対象者とする。
	選抜は出願書類に基づく書類審査及び学力試験（筆記試験、又は口述試験
（インターネットインタビューを含む）によって行う。

［上海交通大学（中国）とのダブルディグリープログラム入試］
	出願書類及び面接により選抜を行う。（海洋空間教育分野）

［博士（工学）PED教育プログラム］
［一般入試］
	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	学力検査（外国語（英語）、学科試験、口述試験）、出願書類により選抜を
行う。
	口述試験は、修士論文又はそれに代わる論文（修了見込みの者は研究概要）、
博士課程後期入学後の研究計画及び専門学力に関する口述試験を行う。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC、TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。

［博士（工学）TED教育プログラム］
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原子の集合体としての分子や固体材料、分子の集合体としての有

機材料は、その電子構造及び原子や分子の種類とその配列によっ

て現れる機能が大きく変化する。よってその構造と機能発現との

相関を明らかにすることは物質化学の根幹をなす。また物質の持

つ化学エネルギーを効率よく利用し、多種多様な情報を統合して

新素材を効率よく製造するプロセスの確立は、環境負荷を少なく

効率的に物質を製造・利用するための最重要課題である。さらに、

食料問題や生命・医療などのグローバルな課題の解決には生命

現象の解明と応用が必要である。本専攻では、新しい機能を発

現する分子・材料の開発、それらの製造や利用プロセスの開発、

生命現象の解明と応用などを通し、物質と生命の課題を発見し地

球環境に配慮して効率的に解決できる創造的な人材を育成する。

化学・生命系理工学専攻／博士課程後期
（Department of Chemistry and Life Science ／
	 Doctoral Program）

教
育
目
的

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

学府･専攻の人材養成目的
その他教育研究上の目的

［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程後期］
自ら探求し発見した課題に対し、科学と技術に関する先進的な研

究活動を通して幅広い視野から判断を下すことによって解決し、

広く社会に受容される発信能力により学術と産業の開拓を先導で

きる人材を育成する。すなわち、イノベーションの創出と発展を

担う創造性豊かな高度専門職業人のリーダー人材を育成する。
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DP2

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が修了を認定し、学位を
授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）の
目標を、学府･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程
プログラム）および博士の学位（工学、理学）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけ、研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる能力

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の
修了認定・学位授与方針修

了
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
）

P
o

lic
y

1 ［理工学府（博士課程後期）が養成する人材］
博士課程後期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野について、自ら課題を発見し、発展させるための高度な専門知
識と能力を身につけていること。
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけていること。
	自らの専攻分野と理工学を俯瞰する幅広い視野を持ち、研究成果を世界に
向けて発信できる高い能力を身につけていること。

［化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が養成する人材］
原子の集合体としての分子や固体材料、分子の集合体としての有機材料は、
その電子構造及び原子や分子の種類とその配列によって巨視的に現れる機能
が大きく変化する。よってその構造と機能発現との相関を明らかにすること
は物質化学の根幹をなす。また物質の持つ化学エネルギーを効率よく利用し、
多様な情報に基づいて新素材を効率よく製造するプロセスの確立は、環境負
荷を少なく効率的に物質を製造・利用するための最重要課題である。さらに、
食料問題や生命・医療などのグローバルな課題の解決には生命現象の解明と
応用が必要である。本専攻では、新しい機能を発現する分子・材料の開発、
それらの製造や利用プロセスの開発、および生命現象の解明と応用に関する
高度な能力を育成することにより、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟
かつ総合的に判断し解決できる能力、基礎知識を総合して応用技術を構築す
る先進的な能力、新たな産業の開拓を先導できる能力、物質と生命の課題を
発見し地球環境に配慮して効率的に解決する能力を養成する。

DP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が
養成する人材
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［修了認定基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）に修業年限3年（又は長期
にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が所属す
る教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）が定める授
業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade Point 
Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文の審
査及び最終試験に合格した者に修了を認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。

DP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の
修了認定・学位授与基準

	博士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
〈特別演習科目〉
・	 1科目3単位（必修）の修得

	博士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
〈専門モジュール〉
・	専門モジュール（博士課程後期向け）1モジュール以上（1モジュールは、
スタジオ科目4単位以上とモジュールを構成する科目群から2単位以上）
の修得

	博士（理学）PSD教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
〈特別演習科目〉
・	 1科目3単位（必修）の修得

［化学・生命系理工学専攻（学修成果の目標）］
物質・材料の基盤となる化学の諸分野、および材料工学、化学工学、生物工学、
生化学等の分野において、下記の資質・能力を身に付けることを目標とする。
	それぞれの学位種（工学・理学）に対応した高度な専門的知識、研究・開
発能力
	未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的に判断し解決できる能力
	基礎知識を総合して応用技術を構築できる先進的な能力、および新たな産
業の開拓を先導できる能力
	自然科学の真理の探究を行うとともに、独創性豊かな新しい研究分野を開
拓できる能力

教育プログラム（TED、PED、PSD）および学位（工学、理学）ごとの学修
成果の目標は以下の通りである。

工学系研究指導科目を骨格とする工学系専門科目を主とした教育に基づいた、
化学・生命分野における高度な工学的応用能力。

［博士（工学）TED教育プログラム］

研究指導科目であるスタジオとそれが指定するモジュール科目を主とした教
育に基づいた、化学・生命分野における高度な工学的実践能力。

［博士（工学）PED教育プログラム］

理学系研究指導科目を骨格とする理学系専門科目を主とした教育に基づいた、
化学・生命分野における高度な学術的探究能力およびその活用能力。

［博士（理学）PSD教育プログラム］
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［教育課程の編成方針］
先端的物質・材料の創製と製造、エネルギー化学、及びバイオ・ライフサイ
エンスに関する高度な研究・開発能力、未知の問題に対して幅広い視野から
柔軟かつ総合的に判断し解決できる能力、基礎知識を総合して応用技術を構
築する先進的な能力、新たな産業の開拓を先導できる能力を育成するために、
下記の3つのプログラムを設置する。
博士（工学）TED教育プログラムにおいては、工学系研究指導科目を骨格に
工学系専門科目により、主として化学・生命分野における高度な応用能力の
育成を目指す工学系教育を行う。
博士（工学）PED教育プログラムにおいては研究指導科目であるスタジオと
それが指定するモジュール科目の履修によって化学・生命分野における高度
な実践的な能力の育成を目指す工学系教育を行う。
博士（理学）PSD教育プログラムにおいては理学系研究指導科目を骨格に理
学系専門科目により、主として化学・生命分野における高度な学術的探究能
力とその活用能力の育成を目指す理学系教育を行う。

教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）
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o
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CP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の
教育システムとカリキュラム基本構造

［学位論文に係る評価基準］
博士（工学）TED及び博士（理学）PSD教育プログラム
	研究課題設定が、専門分野の科学技術水準に照らして適切な独創性があり、
意義があること
	研究課題解決のための方法論が、専門分野の科学技術水準に照らして適切
であり、意義があること
	博士論文の構成と展開が論理的で独創的であり、得られた成果に学術上又
は工学的な意義があり、普遍的な価値があること

［学位授与基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）を修了した者に対し、博士
（工学）／Doctor of Engineeringまたは博士（理学）／Doctor of Scienceの学
位を授与する。

博士（工学）PED教育プログラム
	論文で取り上げた研究課題が工学的な有用性を有する等の適切性について
	論文で示された研究方法の（実験方法、計算方法など）適切性について
	論文で示された研究結果及び考察の妥当性、論理性、独創性について
	論文の構成と表現技法の妥当性について
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［博士（工学）PED教育プログラム］
	博士課程後期においては、工学（PED）の教育分野における専門教育に関
する科目を重点的に履修する。
	専門モジュールは、スタジオ科目とモジュールを構成する科目群から編成

［1年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画を作成
	スタジオ科目を履修するとともに、モジュールを構成する科目群から、博
士（工学）PEDの教育分野における専門教育に関する科目を重点的に履修

［2年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画を作成
	スタジオ科目を履修するとともに、モジュールを構成する科目群から、博
士（工学）PEDの教育分野における専門教育に関する科目を重点的に履修

［3年次］
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画を作成
	スタジオ科目を履修するとともに、モジュールを構成する科目群から、博
士（工学）PEDの教育分野における専門教育に関する科目を重点的に履修

［研究指導の計画方針］
	スタジオ課題の実施とスタジオ成果物の作成により、学修内容を総合し化
学・生命分野における高度な実践的研究を行う力を修得する。
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画を作
成し、スタジオ課題の実施およびスタジオ成果物作成における進捗を適
切に管理する。
	スタジオ課題の実施およびスタジオ成果物作成を通じ、指導教員・スタジ
オ担当教員による研究指導を行う。
	各年次においてスタジオ課題実施計画発表会を行い、プレゼンテーション
能力および討論能力を向上させる。
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとに博士論文を作成し、論文作成
能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。

［博士（工学）TED教育プログラム］
	博士課程後期においては、博士（工学）TED教育の教育分野における専門
教育に関する科目を重点的に履修する。
	演習科目は、博士（工学）TED教育の教育分野に応じた特別演習を研究指
導科目とする。

［1年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	講義科目は、博士（工学）TED教育の教育分野における専門教育に関する
科目を重点的に履修

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	演習科目は、化学TED特別演習（必修）を履修

［3年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	化学TED特別研究などを履修

［研究指導の計画方針］
	博士研究により、学修内容を総合し化学・生命分野における高度な応用研
究に活用する力を修得する。
	指導教員の指導のもとに年次研究計画を作成し、研究の進捗を適切に管理
する。
	専門分野の内容に応じた特別演習などを通じ、指導教員による研究指導を
行う。
	各年次において研究計画および研究成果の中間発表を行い、プレゼンテー
ション能力および討論能力を向上させる。
	指導教員の指導のもとに博士論文を作成し、論文作成能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。
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［教育課程の実施方針］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程は、学府･専
攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）にお
いて、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程後期教育を実現する
とともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

	先端的物質・材料の創製と製造、エネルギー化学、及びバイオ・ライフサ
イエンスに関する高度な研究・開発能力を身に付ける。
	未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合的に判断し解決できる能
力を身に付ける。
	基礎知識を総合して応用技術を構築する先進的な能力、新たな産業の開拓
を先導できる能力を身に付ける。

CP2 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の
教育課程プログラムと成績評価基準

［教育方法の特例］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、学
生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、夜
間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育方
法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（3
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（3年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。

［博士（理学）PSD教育プログラム］
	博士課程後期においては、博士（理学）PSDの教育分野における専門教育
に関する科目を重点的に履修する。
	演習科目は、博士（理学）PSDの教育分野に応じた特別演習を研究指導科
目とする。

［1年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	講義科目は、博士（理学）PSDの教育分野における専門教育に関する科目
を重点的に履修

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	演習科目は、化学PSD特別演習（必修）を履修

［3年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	化学PSD特別研究などを履修

［研究指導の計画方針］
	博士研究により、学修内容を総合し化学・生命分野における高度な学術的
探究能力とその活用能力を修得する。
	指導教員の指導のもとに年次研究計画を作成し、研究の進捗を適切に管理
する。
	専門分野の内容に応じた特別演習などを通じ、指導教員による研究指導を
行う。
	各年次において研究計画および研究成果の中間発表を行い、プレゼンテー
ション能力および討論能力を向上させる。
	指導教員の指導のもとに博士論文を作成し、論文作成能力を向上させる。
	在学期間中における国際会議出席や海外インターンシップを強く奨励する。
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［学修指導の方針］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の学修指導は、学生の多
様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学府･
専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）に
おいて次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）
入学から修了までの学修指導の方針

［博士（工学）TEDおよび博士（理学）PSD教育プログラム］
入学時から修了時までの履修指導と研究指導を、標準修了年限の場合を例と
して以下に示す。

［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究計画・研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［成績評価基準］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の成績評価は、「授業設計
と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、WEB
シラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成績グレー
ド（評語）を「秀・優・良・可・不可」の5段階で表し、それぞれの授業科目
の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、5段階
の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、GP
（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP 評価点

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標
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［博士（工学）PED教育プログラム］
入学時から修了時までの履修指導と研究指導を、標準修了年限の場合を例と
して以下に示す。

［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［3年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認	
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与
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原子の集合体としての分子や固体材料、分子の集合体としての有機材料は、
その電子構造及び原子や分子の種類とその配列によって現れる機能が大きく
変化する。よってその構造と機能発現との相関を明らかにすることは物質化
学の根幹をなす。また物質の持つ化学エネルギーを効率よく利用し、多種多
様な情報を統合して新素材を効率よく製造するプロセスの確立は、環境負荷
を少なく効率的に物質を製造・利用するための最重要課題である。さらに、
食料問題や生命・医療などのグローバルな課題の解決には生命現象の解明と
応用が必要である。化学・生命系理工学専攻では、新しい機能を発現する分
子・材料の開発、それらの製造や利用プロセスの開発、生命現象の解明と応
用などを通し、物質と生命の課題を発見し地球環境に配慮して効率的に解決
できる創造的な人材を育成する。よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
	理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野におけ
る高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が求める学生像］
	化学・生命の分野において、国際的に通用する知識と能力を身に付けたい
人
	ものづくり・エネルギー・環境・安全・生命に関心を抱き、自然科学を真
摯に学ぶ熱意とそれに相応しい素養を持ち、豊かな人間社会の構築を目
指したい人
	向学心に燃え、また発想が豊かで柔軟性のある応用力を発揮できる人

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3

［長期にわたる課程の履修］
理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、学
生が職業を有している等の事情により修業年限3年を超えて一定の期間にわ
たり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。

［3年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与



YNU initiative［大学院］343 344理工学府／化学・生命系理工学専攻［博士課程後期］

［博士（工学）TED教育プログラム］
	物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学等の諸
分野に加え、材料工学、エネルギー化学、触媒化学、高分子化学、生化学、
化学工学、生物工学等に関する教育を実施するため博士課程前期レベル
の知識を求める。
	新しい機能を発現する分子・材料の開発・製造や利用プロセスの開発、生
命現象の解明と応用に関する能力、および物質と生命の課題を発見し地
球環境に配慮して効率的に解決する力を求める。
	化学、エネルギー化学、バイオ・ライフサイエンスおよびこれらの関連分
野に関して、高度な研究・開発能力、及び未知の問題に対して幅広い視
野から柔軟かつ総合的に判断し解決できる能力を求める。

［博士（工学）PED教育プログラム］
	質・材料の基盤となる化学の諸分野に加え、材料工学、化学工学、生物工学、
生化学等に関する教育を実施するため博士課程前期レベルの知識を求める。
	先端的物質・材料の創製と製造、エネルギー化学、及びバイオ・ライフサ
イエンスに関する高度な研究・開発能力、未知の問題に対して幅広い視
野から柔軟かつ総合的に判断し解決できる能力、基礎知識を総合して応
用技術を構築する先進的な能力を求める。
	化学工学、エネルギー化学、材料工学、バイオ・ライフサイエンスおよび
これらの関連分野に関して、高度な実践的な能力、自らの知識、経験、技術、
洞察力などを統合して新しい産業応用展開方向を生み出す力、リーダー
となる能力を求める。

［博士（理学）PSD教育プログラム］
	無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、触媒化学、高分子化学、電気
化学、生物化学等の化学の諸分野に関する教育を実施するため博士課程
前期レベルの知識を求める。
	分子・材料の設計原理およびその合成方法の深い探求や、化学的事象・物
性等の詳細な解明を行うことにより、化学分野における高度の学術的探
求能力や研究成果を国際的に発信する能力を求める。
	化学・生命系の真理追究に関する教育と、材料工学、触媒工学、生物工学
等、化学・生命系諸分野の高度な工学的応用に関する教育とを総合する
ことにより、理学的な真理探究のみならず、理学的基礎科学に基づいた
次世代の基盤材料開発にも貢献できる高度な能力を身に付け、学界・産
業界で国際的に活躍できる能力を求める。

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が入学者に求める知識や
能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学、理学の学位を授与
する教育課程プログラム）ごとに定める。

［化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）］
入学後、イノベーションの創出と発展を担う創造性豊かな高度専門職業人の
リーダーを育成する教育を実施するために、次に示す知識や能力・水準を求
める。

AP2 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）が
入学者に求める知識や能力・水準
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教
育
理
念

国際的に通用する知識と能力を身につけ、現代及び未来の産業

社会において高度専門職業人として創造的に活躍できる技術者・

研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の

研究活動を通して育成する。

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の教育理念は、　

数理科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広

範囲な分野に精通した総合的・学際的見識が求められているのは

博士課程前期と同様であるが、博士課程後期では、博士課程前

期までに培った知識を世界トップレベルの研究活動を通じて深化

させ、先導的に数理科学、物理学、電気工学、電子工学、通信

工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの分野におけ

る学術・産業の創出、発展を担い、激変する知識基盤社会・高

度情報化社会の諸問題を創造的に解決できる研究者・技術者の

リーダー人材を育成することである。

数物・電子情報系理工学専攻／博士課程後期
（Department of Mathematics, Physics, Electrical Engineering 
	 and Computer Science ／ Doctoral Program）

理 工 学 府

数 物・電 子 情 報 系 理 工 学 専 攻 ／
博 士 課 程 後 期

Graduate School  of  
Engineering Science

理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）では、入学者に求める関心、
意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･専攻およ
び教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ごとに学力
検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施する。

AP3 理工学府化学・生命系理工学専攻（博士課程後期）の
入学者選抜の基本方針

［後期推薦進学］
	本学理工学府に在籍し、修士の学位を取得見込みの者について、本学理工
学府の推薦により博士課程後期進学を認定する。

［渡日前特別選抜］
	出願時に日本国外に居住する者で、日本国外で修士の学位又は専門学位に
相当する学位を授与された者及び取得見込みの者を出願対象者とする。
	選抜は出願書類に基づく書類審査及び学力試験（筆記試験、又は口述試験
（インターネットインタビューを含む））によって行う。

［社会人入試］
	出願書類及び面接試験（専攻科目、修士論文、研究業績、研究計画書等に
関する口述試験）により選抜する。

	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	学科試験は志望する研究分野からの出題を選択して解答する。
	口述試験は修士論文又はそれに代わる論文（修了見込みの者は研究概要）、
博士課程後期入学後の研究計画及び専門学力に関する口述試験を行う。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC,TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。

［博士（工学）TED教育プログラム］
［博士（工学）PED教育プログラム］
［博士（理学）PSD教育プログラム］
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数理科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広

範囲な分野に精通した総合的・学際的見識が求められているのは

博士課程前期と同様であるが、博士課程後期では、博士課程前

期までに培った知識を世界トップレベルの研究活動を通じて深化

させ、先導的に数理科学、物理学、電気工学、電子工学、通信

工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの分野におけ

る学術・産業の創出、発展を担い、激変する知識基盤社会・高

度情報化社会の諸問題を創造的に解決できる研究者・技術者の

リーダー人材を育成する。

数物・電子情報系理工学専攻／博士課程後期
（Department of Mathematics, Physics, Electrical Engineering 
	 and Computer Science ／ Doctoral Program）

教
育
目
的

理工学府（Graduate School of Engineering Science）

学府･専攻の人材養成目的
その他教育研究上の目的

［大学院学則別表第4］

［人材育成の目的］
実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をな

す理工学府において、自らの専門分野以外の分野の科学技術に

も目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍

するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工

学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することにより、

ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させる。

［博士課程後期］
自ら探求し発見した課題に対し、科学と技術に関する先進的な研

究活動を通して幅広い視野から判断を下した解決をもって、広く

社会に受容される発信能力により学術と産業の開拓を先導できる

人材を育成する。すなわち、イノベーションの創出と発展を担う

創造性豊かな高度専門職業人のリーダー人材を育成する。
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DP2

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が修了を認定し、学
位を授与するために修得しておくべき学修成果（身に付けるべき資質・能力）
の目標を、学府･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課
程プログラム）および博士の学位（工学、理学）ごとに定める。

［理工学府（学修成果の目標）］
	ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ができる能力
	予見されるこれからの（Industry 4.0/Society5.0/IoT時代の）ものづくり
に対応できる能力
	国際展開を指向する製造業並びに情報通信業を中心とした産業界において
活躍できる資質・能力
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけ、研究成果を世界に向けて発信し、国際社会で活躍できる能力

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の
修了認定・学位授与方針

［数物・電子情報系理工学専攻（学修成果の目標）］
博士（工学）TED、博士（工学）PED教育プログラムにおける学修成果の目標
	工学に対応した高度な専門的知識
	研究能力・問題解決能力
	論理的思考力
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力
	課題発見・解決能力
	研究企画推進能力

博士（理学）PSD、博士（理学）教育プログラムにおける学修成果の目標
	研究能力・問題解決能力
	論理的思考力
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力
	課題発見・解決能力
	研究企画推進能力
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1 ［理工学府（博士課程後期）が養成する人材］
博士課程後期修了において、以下の点に到達していること。
	専攻の分野について、自ら課題を発見し、発展させるための高度な専門知
識と能力を身につけていること。
	グローバルなリーダーとなるための国際通用性のある教養と倫理観を身に
つけていること。
	自らの専攻分野と理工学を俯瞰する幅広い視野を持ち、研究成果を世界に
向けて発信できる高い能力を身につけていること。

［数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が養成する人材］
	それぞれの学位種（理学・工学）に対応した高度な専門的知識
	研究能力・問題解決能力
	論理的思考力
	プレゼンテーション・コミュニケーション・ディスカッション能力
	他分野との連携能力
	課題発見・解決能力
	研究企画推進能力

DP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が
養成する人材
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［修了認定基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）に修業年限3年（又
は長期にわたる履修を認められた学生は当該修業期間）以上在学し、学生が
所属する教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）が定
める授業科目および単位数を修得し、修了に関わる授業科目のGPA（Grade 
Point Average）2.0以上を満たし、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論
文の審査及び最終試験に合格した者に修了を認定する。
	在学期間に関しては、優れた業績を上げた者は1年以上在学すれば足りる
ものとする。

DP3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の
修了認定・学位授与基準

	博士（工学）TED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
・	特別演習（3単位）を修得（必修）

	博士（工学）PED教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
・	専門モジュール（博士課程後期向け）1モジュール以上（1モジュールは、
スタジオ科目4単位以上とモジュールを構成する科目群から2単位以上）

	博士（理学）PSD教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
・	特別演習（3単位）を修得（必修）

	博士（理学）教育プログラムが定める授業科目および単位数
修得単位数9単位以上
・	特別演習（3単位）を修得（必修）

	物理学とその関連分野の高度な専門的知識

［博士（理学）PSD教育プログラム］

	数学の高度な専門的知識

［博士（理学）教育プログラム］
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［教育課程の編成方針］
博士課程後期においては、博士（工学）TED、博士（工学）PED、博士（理学）
PSD、博士（理学）教育プログラムのそれぞれの教育分野における専門教育
に関する科目のみを重点的に履修するとして、博士課程前期におけるような
区分は行わない。
そのほかの科目の事項について説明する。
・	演習科目
　それぞれの教育分野に応じた特別演習を研究指導科目とする。
・	スタジオ科目
　博士課程前期と同じとする。
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CP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の
教育システムとカリキュラム基本構造

博士（工学）TED、博士（理学）PSD、博士（理学）教育プログラムは、
以下の科目で構成される。	 （　）内の数字は単位数を表す。

医工学融合研究（2）、アンテナ伝播特論（2）、システム制御情報特論（2）、
ディジタル回路特論（2）、データストレージ特論（2）、マイクロ波工学特論
（2）、メカトロニクス特論（2）、光量子エレクトロニクス特論（2）、集積ナ
ノデバイス工学特論（2）、知能システム特論（2）、超伝導エレクトロニクス
論（2）、電力系統保護システム特論（2）、半導体デバイス特論（2）、符号理
論特論（2）、量子効果デバイス特論（2）、量子集積デバイス特論（2）、生体
医工システム特論（2）、ナノフォトニクス特論（2）、電気電子ネットワーク
演習（1）、電気電子ネットワーク教育研修（1）、電気電子ネットワーク学外
研修（1）、電気電子ネットワーク特別研究（2）、電気電子ネットワーク特別
演習（3）、電気電子ネットワークコロキウムⅢ-1S（1）、電気電子ネットワー
クコロキウムⅢ-2S（1）、電気電子ネットワークコロキウムⅢ-3S（1）、電
気電子ネットワークコロキウムⅢ-1F（1）、電気電子ネットワークコロキウ
ムⅢ-2F（1）、電気電子ネットワークコロキウムⅢ-3F（1）、電気電子ネット
ワーク国際インターンシップ（1）、情報システム演習（1）、情報システム教
育研修（1）、情報システム学外研修（1）、情報システム特別研究（2）、情報
システム特別演習（3）、情報システムコロキウムⅢ-1S（1）、情報システム
コロキウムⅢ-2S（1）、情報システムコロキウムⅢ-3S（1）、情報システム
コロキウムⅢ-1F（1）、情報システムコロキウムⅢ-2F（1）、情報システムコ
ロキウムⅢ-3F（1）、情報システム国際インターンシップ（1）、応用物理演

［学位論文に係る評価基準］
博士（工学）TED、博士（理学）PSD、博士（理学）教育プログラム
	論文で取り上げた研究課題が工学的な有用性を有する、あるいは、理学的
な普遍的価値を有する等の適切性について
	論文で示された研究方法の適切性（実験方法、計算方法など）について
	論文で示された研究結果及び考察の妥当性、論理性、独創性について
	論文の構成と表現技法の妥当性について

［学位授与基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）を修了した者に対
し、博士（工学）／Doctor of Engineeringまたは博士（理学）／Doctor of 
Scienceの学位を授与する。

論文で取り上げた研究課題が工学的な有用性を有する等の適切性について
	論文で示された研究方法の（実験方法、計算方法など）適切性について
	論文で示された研究結果及び考察の妥当性、論理性、独創性について
	論文の構成と表現技法の妥当性について

［博士（工学）PED教育プログラム］
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［履修指導と研究指導
  （博士（工学）TED、博士（理学）PSD、博士（理学）教育プログラム）］
［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［3年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認	
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与

習（1）、応用物理教育研修（1）、応用物理学外研修（1）、応用物理特別研究（2）、
応用物理特別演習（3）、応用物理コロキウムⅢ-1S（1）、応用物理コロキウ
ムⅢ-2S（1）、応用物理コロキウムⅢ-3S（1）、応用物理コロキウムⅢ-1F（1）、
応用物理コロキウムⅢ-2F（1）、応用物理コロキウムⅢ-3F（1）、応用物理国
際インターンシップ（1）、ナノスケールマテリアルデザイン（2）、量子系の
数値シミュレーション（2）、ナノ・マイクロ凝縮系物性論（2）、低温物性物
理学特論（2）、磁気科学特論（2）、先端磁性物理学（2）、新物質の物理学（2）、
量子情報物理学特論（2）、超高速光科学特論（2）、精密レーザー分光特論（2）、
テラヘルツ科学特論（2）、先端半導体物理学（2）、ナノスケール物性科学特
論（2）、先端的表面計測特論（2）、高エネルギー宇宙線物理学特論（2）、宇
宙素粒子物理学特論（2）、ニュートリノ物理学特論（2）、非線形波動（2）、
物理工学特別演習（3）、物理工学特別輪講A（2）、物理工学特別輪講B（2）、
物理工学教育研修（1）、物理工学学外研修（1）、物理工学特別研究（2）、数
理科学特別輪講A（2）、数理科学特別輪講B（2）、数理科学特別輪講C（2）、
数理科学特別輪講D（2）、数理科学特別演習（3）、数理科学学外特別研修（1）
物性物理特論（2）、スピントロニクス特論（2）、ヒューマンセンシング工学
特論（2）、電気機械エネルギー変換工学特論（2）、進化的知能（2）、冷却原
子と光科学特論（2）
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［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［3年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与

［博士（工学）PED教育プログラム履修指導と研究指導］博士（工学）PED教育プログラムは、以下のモジュールとスタジオ科目で構
成される
博士（工学）PED教育プログラムにおけるモジュールとスタジオ科目:
（1）システム設計（システム設計実習）
（2）システムデバイス（システムデバイス実習）
（3）エネルギー・制御（エネルギー・制御実習）

	（1）のモジュールに対するモジュール構成科目
アンテナ伝播特論、マイクロ波工学特論、ディジタル回路特論、符号理論特
論、知能システム特論、生体医工システム特論、電気電子ネットワーク国際
インターンシップ、進化的知能、ヒューマンセンシング工学特論

	（2）のモジュールに対するモジュール構成科目
半導体デバイス特論、光量子エレクトロニクス特論、データストレージ特論、
量子効果デバイス特論、量子集積デバイス特論、集積ナノデバイス工学特論、
超伝導エレクトロニクス論、ナノフォトニクス特論、電気電子ネットワーク
国際インターンシップ、スピントロニクス特論

	（3）のモジュールに対するモジュール構成科目
システム制御情報特論、電力系統保護システム特論、メカトロニクス特論、
電気電子ネットワーク国際インターンシップ、電気機械エネルギー変換工学
特論



YNU initiative［大学院］359 360理工学府／数物・電子情報系理工学専攻［博士課程後期］

［教育課程の実施方針］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程は、学府
･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）
において、国際通用性のある質を保証された大学院博士課程後期教育を実現
するとともに、教育課程の編成方針に従い、次の取組を実施するものとする。

	現代の情報・通信技術における更なる発展は、様々な学問分野が相補的、
補完的に革新を起こすことで達成される。新しいパラダイムシフトやイノ
ベーションの創出と実現のために、数理科学、物理学、電気工学、電子
工学、通信工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの幅広い分
野に及ぶ総合的・学際的教育の実現が求められている。本専攻は、博士（工
学）TED、博士（工学）PED、博士（理学）PSD、そして博士（理学）教育
プログラムから構成され、各学問分野、学位種（理学・工学）の専門的知
識を一層深化させ、実践的な研究者、技術者としてグローバルに活躍の
できる創造的なリーダーを育成するための教育課程を展開する。研究指
導科目において、課題発見・解決能力を培い、研究企画推進能力を伸長
させる教育体系を構築する。すなわち、工学の分野で高度専門技術者･研
究者としてのリーダーを育成する博士（工学）TED教育プログラム、実務
家型技術者･研究者としてのリーダーを育成する博士（工学）PED教育プ
ログラムにおいては、電気・電子・通信・情報工学に関する深い専門知
識と技術を培うための教育を実施する。一方、新しい理学教育の概念に
基づいた博士（理学）PSD教育プログラムにおいては、現代物理学、先端
物理学に関する深い専門知識と技術を培うための教育を実施する。博士（理
学）教育プログラムにおいては、数理科学に関する高度な専門知識と深い
思考力、豊かな表現力を培うための教育を実施する。
	博士（工学）TED教育プログラムにおいては、専門科目として電気・電子・
通信・情報工学に関する広範囲かつ専門性の高い多彩な講義科目を展開
し、学生の専門的志向に合わせて最先端の授業科目を受講できる体制を
とると共に、理学系科目を設置し、理学的な素養を備えた実務家型技術者・
研究者を育成するカリキュラムを構築する。研究指導科目として電気電
子情報工学特別演習を設置する。

CP2 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の
教育課程プログラムと成績評価基準

［研究指導の計画方針］
	博士（工学）TED教育プログラムにおいては、研究指導科目として電気電
子情報工学特別演習を設置する。
	博士（工学）PED教育プログラムにおいては、各モジュールは、研究指導
科目であるスタジオ科目とモジュール関連講義科目で構成される。
	博士（理学）PSD教育プログラムにおいては、研究指導科目として物理工
学特別演習を設置する。
	博士（理学）教育プログラムにおいては、数理科学特別演習を研究指導科
目として設置する。
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［成績評価基準］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の成績評価は、「授
業設計と成績評価ガイドライン」による全学統一の成績評価基準に基づき、
WEBシラバス（Syllabus）に記載した成績評価の方法により総合判定し、成
績グレード（評語）を「秀・優・良・可・不可」の５段階で表し、それぞれの
授業科目の成績評価に対してGP（Grade Point）を与えるものとする。ただし、
５段階の成績グレード（評語）で表し難い授業科目は「合格・不合格」で表し、
GP（Grade Point）を与えないものとする。
成績評価の基準には、学修成果に係る評価指標として「授業別ルーブリック」
を作成し、学生が学修する内容と学生が到達するレベルをマトリックス形式
で明示するものとする。

1	履修目標は、授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標とし、より高度な内容は主体的
な学修で身に付けることが必要であり、履修目標を超えると成績評価「秀」となる目標

2	到達目標は、授業を履修する学生が最低限身に付ける内容を示す目標とし、到達目標を
達成すると成績評価「可」となる目標であり、さらなる学修を必要とするレベルを示す

評語

秀 履修目標を越えたレベルを達成している 4.5  100-90点

良 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 3 79-70点

不可 到達目標を達成していない 0 59-0点

優 履修目標を達成している 4 89-80点

可 到達目標を達成している 2 69-60点

成績評価の基準 GP 評価点

秀

良
優

可

授業内容 主体的な学修

基礎的内容 高度な内容

履修目標到達目標

	博士（工学）PED教育プログラムにおいては、電気・電子・通信・情報工
学の各分野において専門性の高いモジュールを設置し、学生の専門的志
向に合わせて最先端の授業科目を受講できる体制をとると共に、数理情
報系科目を設置し、実務的素養と数理情報系の基礎知識を備えた高度技
術者・研究者を育成するカリキュラムを構築する。各モジュールは、研
究指導科目であるスタジオ科目とモジュール関連講義科目で構成される。
	博士（理学）PSD教育プログラムにおいては、現代物理学、先端物理学を
カバーする多彩な専門講義科目を設置し、学生の理学的専門知識をより
一層深化させる教育体制を構築する。実践的な技術者・研究者としてグ
ローバルに活躍するために必要な実務系（プロフェッション）・工学系科
目の修得を可能なカリキュラムを構築する。研究指導科目として物理工
学特別演習を設置する。
	博士（理学）教育プログラムにおいては、高度な数理科学をカバーする専
門講義科目を設置する。数理科学の各専門分野の基礎的な知識を有し、
その知見を活用する能力を有するとともに、高度な専門性と、関連分野
に対する広い視野を持つ技術者・研究者、及び教育者を育成するカリキュ
ラムを構築する。博士課程後期では、数理科学特別演習を研究指導科目
として設置する。

［教育方法の特例］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により教育上特別の配慮が必要な場合は、
夜間その他特定の時間又は時期に行う授業又は研究指導など、次による教育
方法の特例を実施する。
	長期履修学生とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限（3
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了
することが認められた者をいう。
	長期履修学生に認定された者は、一般の学生とは異なり、修学年数に関係
なく、標準修業年限（3年）分の授業料で修学することができる。
	長期履修学生として申請することができる者は、社会人特別選抜に出願し
合格した者（社会人合格者）で入学後も職業を有している者とする。
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［博士（工学）PED教育プログラム］

［1年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［2年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出

［履修指導と研究指導］

［3年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認	
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与

［学修指導の方針］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の学修指導は、学生
の多様なニーズや学習支援の効果等を踏まえて適切に実施するとともに、学
府･専攻および教育プログラム（博士の学位を授与する教育課程プログラム）
において次の取組を実施するものとする。

CP3 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）
入学から修了までの学修指導の方針

［博士（工学）TED、博士（理学）PSD、博士（理学）教育プログラム］
［履修指導と研究指導］
［1年次］
	指導教員と研究テーマの決定
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表

［2年次］
	指導教員の指導のもとに年次履修計画の作成
	指導教員の指導のもとに年次研究計画の作成
	授業の履修
	指導教員による研究指導（専門分野の内容に応じた特別演習など）
	研究の遂行
	研究成果の中間発表
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数理科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広範囲な分野に
精通した総合的・学際的見識を有する人材が社会から強く求められている。
数物・電子情報系理工学専攻では、先導的に数理科学、物理学、電気工学、
電子工学、通信工学、情報工学、医療情報工学、応用物理学などの分野にお
ける学術・産業の創出、発展を担い、激変する知識基盤社会・高度情報化社
会の諸問題を創造的に解決できる研究者・技術者のリーダー人材を育成する。
よって次に示す人の入学を求める。

［理工学府が求める学生像］
	理工系人材の基盤となる数理科学、情報技術並びに自らの専門分野におけ
る高い専門能力と倫理性を身に付けたい人
	イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献したい人
	ものづくりへの対応を柱として、広く他分野や社会にも目を向けてグロー
バルに活躍する高い意欲を持って学修と研究を行いたい人

［数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が求める学生像］
	博士課程前期までに培った知識を世界トップレベルの研究活動を通じて深
化できる人
	先導的に数理科学、物理学、電気工学、電子工学、通信工学、情報工学、
医療情報工学、応用物理学などの分野における学術・産業の創出、発展
を担い、激変する知識基盤社会・高度情報化社会の諸問題を創造的に解
決できる人
	数理科学、物理学などの基礎（理学）から応用（工学）に至る広範囲な分野
に精通した総合的・学際的見識を有する人

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

AP1 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が
求める学生像

P
o

lic
y

3

［長期にわたる課程の履修］
理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の教育課程において、
学生が職業を有している等の事情により修業年限3年を超えて一定の期間に
わたり計画的に課程を履修し、修了することを希望する旨を申し出たときは、
その計画的な履修を認めることができるものとする。

［3年次］
	指導教員と専門モジュールの決定
	指導教員・モジュールマネージャの指導のもとに年次学修計画の作成
	指導教員・スタジオ担当教員の指導のもとにスタジオ課題と実施計画の作成
	授業の履修
	指導教員・スタジオ担当教員による研究指導
	スタジオ課題実施計画発表会
	スタジオ成果物の作成・提出
	指導教員の指導のもとに博士論文の作成

［修了時］
	所定単位の修得の確認
	博士論文の提出
	学位論文審査委員会の設置
	学位論文審査会・最終試験（学力確認）
	理工学府教授会（理工学府代議員会）による修了認定
	学位（博士）の授与
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理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が入学者に求める知
識や能力・水準は、学府･専攻および教育プログラム（工学、理学の学位を
授与する教育課程プログラム）ごとに定める。

［数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）］
入学後、イノベーションの創出と発展を担う創造性豊かな高度専門職業人の
リーダーを育成する教育を実施するために、次に示す知識や能力・水準を求
める。

AP2 理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）が
入学者に求める知識や能力・水準

	電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野の基礎的
な学力と専門分野において博士課程前期レベルの能力を有し、高度な研究・
開発能力、自ら課題を探求し、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟
かつ総合的な判断を下して解決できる力を求める。
	成果を国際的に発信する能力を有し、新しい研究の方向を開拓するリーダー
となることに高い情熱を有することを求める。

［博士（工学）TED教育プログラム］

	電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野において
博士課程前期レベルの能力を有し、電気・電子・通信・情報などの分野
のスタジオで論文作成指導を受け、自らも研鑽を積み、専門性を高めら
れる能力を求める。
	社会で活躍できる実務家の観点から学位論文を作成し、博士の学位を取得
することに高い情熱を有することを求める。

［博士（工学）PED教育プログラム］

	物理学及び数学分野では、物理学又は数学の各分野において博士課程前期
レベルの能力、高度な研究・開発能力、及び成果を国際的に発信する能
力を求める。
	自ら新しい問題・課題を発見し、それを物理学の概念を利用して論理的に
解決する道を開く意欲と決意をもつとともに、これらを通して、新しい
研究分野を開拓するリーダーとなることに高い情熱を有することを求める。

［博士（理学）PSD及び博士（理学）教育プログラム］

理工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）では、入学者に求め
る関心、意欲、態度、また必要な知識や能力・水準を確認するため、学府･
専攻および教育プログラム（修士の学位を授与する教育課程プログラム）ご
とに学力検査や面接試験などを活用して多面的・総合的な入学者選抜を実施
する。

AP3 工学府数物・電子情報系理工学専攻（博士課程後期）の
入学者選抜の基本方針

［博士（工学）TED教育プログラム］
［博士（工学）PED教育プログラム］
［博士（理学）PSD及び博士（理学）教育プログラム］
［一般入試］
	入学志願者全般の基礎的な学力を調べるため学力検査を課す。
	学力検査（外国語（英語）、学科試験、口述試験）、出願書類により選抜を
行う。
	口述試験は、修士論文又はそれに代わる論文（修了見込みの者は研究概要）、
博士課程後期入学後の研究計画及び専門学力に関する口述試験を行う。
	外国語（英語）の試験は、TOEIC、TOEFLのスコアを用いた選抜を実施する。

［後期推薦進学］
	本学理工学府に在籍し、修士の学位を取得見込みの者について、本学理工
学府の推薦により博士課程後期進学を認定する。

［社会人入試］
	出願書類及び面接試験（専攻科目、修士論文、研究業績、研究計画書等に
関する口述試験）により選抜する。
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［渡日前特別選抜］
	出願時に日本国外に居住する者で、日本国外で修士の学位又は専門学位に
相当する学位を授与された者及び取得見込みの者を出願対象者とする。
	選抜は出願書類に基づく書類審査及び学力試験（筆記試験、又は口述試験
（インターネットインタビューを含む）によって行う。

［サンパウロ大学（ブラジル）とのダブルディグリープログラム入試］
	出願書類及び面接により選抜を行う。
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